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一
、
本
稿
の
趣
旨

　

國
學
院
大
學 

研
究
開
発
推
進
機
構 

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部
門
）
で
は
、
宮
地
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
、
宮
地
直
一
旧
蔵

資
料
の
整
理
・
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
現
在
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
宮
地
の
研
究
と
旧
蔵
資
料
（
和
装
本
、
ノ
ー
ト
な
ど
）
と

の
関
係
に
つ
い
て
調
査
等
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。

　

神
道
史
学
者
の
宮
地
直
一
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
九
）
は
、
神
社
を
中
心
と
し
た
神
道
史
の
基
礎
を
築
い
た
一
人
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の

神
社
史
の
編
纂
を
行
っ
た
。
そ
の
代
表
が
諏
訪
大
社
・
諏
訪
に
関
わ
る
『
諏
訪
史
』
第
二
巻
（
前
編
・
後
編（

（
（

）（『
諏
訪
神
社
の
研
究
』
上
・
下
）

で
あ
る
。
國
學
院
大
學
が
所
蔵
す
る
旧
蔵
資
料
（
國
學
院
大
學
図
書
館
、
國
學
院
大
學
博
物
館
所
管
）
の
う
ち
、
諏
訪
大
社
及
び
諏
訪
に

関
わ
る
資
料
の
な
か
に
は
、『
諏
訪
史
』
の
研
究
資
料
と
な
っ
た
も
の
、
そ
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
も
の
も
数
多
く
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。

　
　
宮
地
直
一
旧
蔵
『
諏
訪
神
道
書
（
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
）』
写
の

　
　
　
自
筆
注
記
に
つ
い
て
　
解
題
と
翻
刻

大
　
東
　
敬
　
明
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そ
の
一
つ
に
『
諏
訪
神
道
書
』
写（

（
（

が
あ
る
。
こ
れ
は
「
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
」
の
こ
と
で
、
宮
川
村
・
守
矢
真
幸
氏
蔵
本
の
透

写
本
に
宮
地
直
一
が
自
筆
で
注
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
」
は
『
諏
訪
史
料
叢
書
』
巻
三
十
に
翻

刻
と
写
真
（
部
分
）、『
信
濃
史
料
』
第
九
巻
に
翻
刻
と
訓
読
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
『
諏
訪
神
道
書
（
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
）』
は
諏
訪
流
神
道
の
伝
書
と
し
て
知
ら
れ
、
後
述
す
る
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
細
田
貴
助
は
、
諏
訪
に
於
け
る
即
位
法
に
ふ
れ
る
中
で
、
そ
れ
を
詳
細
に
記
し
た
の
が
『
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事

（
諏
訪
神
道
書
）』
で
あ
る
と
し
、「
実
は
、
こ
の
文
書
は
史
料
叢
書
（『
諏
訪
史
料
叢
書
』
の
こ
と･･･

引
用
者
）
に
は
「
守
矢
真
幸
氏
蔵
」

と
し
て
全
文
が
掲
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
守
矢
史
料
館
に
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る（

（
（

」
と
す
る
。
管
見
の
限
り
、
現
時
点
で
も
所

在
の
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
宮
地
直
一
旧
蔵
『
諏
訪
神
道
書
』
に
施
さ
れ
た
宮
地
自
筆
の
注
記
を
紹
介
し
、
そ
れ
が

①　

�

宮
地
の
見
解
を
示
し
、
ま
た
、『
諏
訪
史
』
第
二
巻
・
後
編
に
記
さ
れ
た
、
同
書
に
つ
い
て
の
記
述
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と

②　

神
道
印
信
研
究
の
視
点
か
ら
、
同
書
を
理
解
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
こ
と

を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

諏
訪
流
神
道
は
諏
訪
社
（
諏
訪
大
社
）
上
社
周
辺
で
形
成
さ
れ
た
「
ご
当
地
神
道
」
と
も
呼
べ
る
神
道
で
あ
り
、
本
書
に
は
中
世
神
道 

（
と
り
わ
け
両
部
神
道
）
及
び
諏
訪
流
の
印
信
・
大
事
・
口
決
（
以
下
、
印
信
類
と
表
記
す
る
）、
諏
訪
社
を
め
ぐ
る
神
仏
習
合
的
な
言
説

を
収
め
る
。
通
称
の
「
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
」
の
名
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
印
信
の
一
通
の
名
称
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
は
、『
諏
訪
神
道
書
』
あ
る
い
は
諏
訪
流
は
、
本
書
の
中
に
名
が
み
え
る
守
矢
満
実
が
関
与
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

（
（

。
満
実
は
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
か
ら
、
上
社
五
官
の
主
座
の
神
長
官
を
つ
と
め
て
お
り（

（
（

、
同
書
は
、
十
五
世
紀
頃
の
諏
訪
社

に
お
け
る
、
両
部
神
道
を
始
め
と
す
る
中
世
神
道
説
の
受
容
の
一
端
を
示
す
も
の
と
評
価
で
き
る
。
な
お
、
神
長
官
は
、
同
社
の
祭
祀
を
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司
る
大
祝
が
職
に
つ
く
と
き
に
行
う
作
法
（
即
位
作
法
・
職
位
作
法
）
を
伝
授
す
る
な
ど
し
た
。

　

同
書
に
つ
い
て
宮
地
直
一
は
、

　
　

�

而
し
て
進
ん
で
他
の
諸
流
に
倣
つ
て
一
派
の
形
体
を
な
し
、
諏
方
流
七
百
二
十
通
の
切
紙
を
作
上
げ
た
と
い
ふ
。
即
ち
伊
勢
・
筑
波
・

大
師
・
三
輪
等
諸
流
と
相
伍
し
て
、
内
実
に
相
当
す
る
切
紙
の
数
々
を
有
す
る
点
に
於
て
、
そ
の
存
在
に
意
義
づ
け
よ
う
と
す
る
の

で
あ
る
。
七
百
二
十
通
の
全
部
を
具
足
し
た
か
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
今
日
に
伝
は
る
諏
方
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
・
五
大
明
王

之
御
事
・
諏
方
参
詣
七
種
秘
灌
頂
・
権
現
法
楽
秘
法
決
灌
頂
和
光
法
楽
観
念
・
三
天
合
行
大
事
（
伝
満
実
相
伝
）・
授
職
灌
頂
儀
式
・

極
位
大
法
（
大
祝
職
位
ノ
時
神
長
ノ
授
ク
ル
モ
ノ
）・
幣
大
事
（
満
実
相
伝
）・
神
楽
之
大
事
・
神
祇
之
大
事
等
の
類
は
、
多
分
そ
の

一
部
で
、
是
等
の
中
に
は
。
従
前
単
独
に
相
伝
せ
ら
れ
た
の
も
少
く
な
い
と
同
時
に
、
後
に
修
正
を
加
へ
、
又
創
作
さ
れ
た
の
を
も

交
へ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
。
守
矢
氏
の
秘
蔵
せ
ら
る
ヽ
諏
訪
神
道
書
一
巻
は
、
主
と
し
て
是
等
を
継
合
は
せ
た
も
の
で
、
室
町
末
期

の
作
に
か
ヽ
り
、
既
に
末
流
に
堕
し
た
教
派
的
神
道
の
特
色
を
頗
る
鮮
明
に
す
る
。

と
記
し
、「
諏
訪
神
道
書
」
に
注
を
付
し
て

　
　

�

諏
訪
神
道
書
は
昭
和
十
一
年
四
月
採
訪
の
際
発
見
、
別
に
次
第
を
立
つ
る
こ
と
な
く
、
伝
授
書
の
類
を
継
合
は
せ
た
も
の
、
随
つ
て

一
筆
で
は
な
い
が
、
室
町
期
を
下
ら
な
い
頃
の
書
写
た
る
は
明
か
で
あ
る
。
題
名
を
欠
く
に
よ
り
、
便
宜
命
名
す
る
。

と
す
る（

（
（

。宮
地
の
注
記
に
は
、別
紙
・
別
筆
と
な
る
継
ぎ
目
、紙
の
継
ぎ
目
が
示
さ
れ
、「
是
等
を
継
合
は
せ
た
も
の
で
」と
あ
る
点
を
裏
付
け
、

ま
た
、
そ
の
詳
細
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
彼
の
見
解
、
加
筆
部
分
な
ど
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
同
書
の
原
本
の
状
況
は
、
神
道
印
信
の
地
域
へ
の
伝
播
と
受
容
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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二
、
先
行
研
究

　
『
諏
訪
神
道
書
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
宮
地
直
一
『
諏
訪
史
』
第
二
巻
・
後
編
、
久
保
田
収
「
中
世
の
諏
訪
大
社（

（
（

」、
細
田
貴
助
『
県

宝
守
矢
文
書
を
読
む
―
中
世
の
史
実
と
歴
史
が
み
え
る
―（

（1
（

』、
山
本
ひ
ろ
子
「
囚
わ
れ
の
聖
童
た
ち
―
諏
訪
祭
政
体
の
大
祝
と
神
使
を
め

ぐ
っ
て
―
」「
も
う
一
人
の
天
皇
―
諏
訪
祭
政
体
の
大
祝
を
め
ぐ
っ
て
―
」「
中
世
の
諏
訪
「
南
宮
」
と
諏
訪
流
神
道
を
め
ぐ
っ
て（

（1
（

」
ほ
か

が
あ
る
。
山
本
は
「
中
世
の
諏
訪
」
に
お
い
て
、

　
　

�

内
容
の
多
く
は
、
当
時
の
中
世
神
道
説
・
神
道
伝
授
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。「
諏
訪
流
神
道
」
と
標
榜
で
き
る
ほ
ど

で
は
な
い
が
、
諏
訪
固
有
の
神
道
説
と
実
践
（
相
伝
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
つ
ま
り
中
世
神
道
説
の
切
紙
を
、
ど

の
よ
う
に
諏
訪
上
社
の
儀
礼
・
作
法
に
応
用
し
た
か
、
逆
に
言
う
な
ら
、
諏
訪
独
特
の
神
事
・
信
仰
を
、
ど
の
よ
う
に
中
世
神
道
風

に
解
釈
し
、
教
理
化
・
切
紙
化
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、（
一
）
大
祝
職
位
法
に
関
わ
る
も
の
と
、

（
二
）
社
参
の
大
事
（
参
拝
に
関
わ
る
作
法
）、（
三
）
神
長
の
専
有
だ
っ
た
ミ
シ
ャ
グ
ジ
降
ろ
し
に
大
別
で
き
よ
う
か（

（1
（

。

と
し
、
本
書
研
究
の
要
点
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

宮
地
直
一
旧
蔵
の
『
諏
訪
神
道
書
』
写
を
用
い
た
研
究
に
は
、
舩
田
淳
一
の
「
死
穢
と
成
仏
―
真
言
系
神
道
書
に
見
る
葬
送
儀
礼
―
」

が
あ
る
。
舩
田
は
、
宮
地
直
一
旧
蔵
の
『
諏
訪
神
道
書
』
に
ふ
れ
、

　
　

�

宮
地
氏
は
謄
写
の
際
に
詳
し
く
朱
で
注
記
を
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
一
書
は
実
際
に
は
複
数
の
印
信
・
切
紙
の
類
を

貼
り
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
印
信
な
ど
は
み
な
別
紙
・
別
筆
で
、
謄
写
本
に
は
そ
の
継
ぎ
目
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
口
決

の
首
尾
が
明
確
で
あ
り
、『
諏
訪
史
料
叢
書
』
の
翻
刻
の
不
備
を
補
う
こ
と
が
で
き
、
読
解
の
一
助
と
も
な
る
。

と
、
そ
の
有
用
性
や
『
諏
訪
史
料
叢
書
』
の
翻
刻
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
筆
者
も
「
資
料
紹
介 

宮
地
直
一
コ
レ
ク 
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シ
ョ
ン（

（1
（

」
に
お
い
て
、
簡
単
に
解
説
を
し
た
。
ま
た
、
伊
藤
聡
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
諏
訪
の
神
と
仏
教
」（
令
和
四
年
十
月
十
六
日
、
諏

訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
）
に
お
け
る
発
表
「
中
世
神
道
・
中
世
日
本
紀
に
お
け
る
諏
訪
明
神
」
に
於
い
て
『
諏
訪
神
道
書
』
に
言
及

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
諏
訪
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
一
方
で
、『
諏
訪
神
道
書
』
全
体
の
構
造
の
分
析
や
、
舩
田
が 

行
っ
た
よ
う
な
他
地
域
で
形
成
さ
れ
た
中
世
神
道
説
・
切
紙
と
の
比
較
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
、
『
諏
訪
神
道
書
』
の
構
成

　
『
諏
訪
史
料
叢
書
』
の
翻
刻
は
、
追
い
込
み
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
梵
字
も
「（
梵
）」
と
さ
れ
、
印
信
類
ご
と
や
、
複
数
の
印
信
類
を

記
し
た
切
紙
の
区
切
り
も
わ
か
り
づ
ら
い
。
例
え
ば
、
翻
刻
で
は
、「
五
大
明
王
之
御
事
」
と
「
諏
方
参
詣
七
種
秘
灌
頂
」
と
の
間
に
、 

「
流
鏑
馬
之
事
自
当
社
始

高
丸
御

退
治
時

／
一
番
貪
二
番
嗔
三
番
（
此
処
落
丁
ヵ
未
詳
）」
と
あ
る（

（1
（

。
宮
地
の
注
記
に
依
れ
ば
、
こ
れ
は
加
筆
箇
所
で

あ
り
、「
諏
方
参
詣
七
種
秘
灌
頂
」（
5
オ
）
以
降
は
別
紙
・
別
筆
で
、
こ
こ
で
切
紙
を
貼
り
継
い
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
諏
訪
神
道
書
』
は
、
Ａ
～
Ｎ
の
十
四
通
の
切
紙
を
貼
り
継
い
で
お
り
、
同
じ
印
信
類
が
重
複
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る

の
も
、
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
貼
り
継
ぎ
の
状
況
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
同
書
を
読
解
す
る
一
助
と
な
る

と
考
え
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
た
印
信
・
口
決
の
私
案
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
　

五
衰
三
熱
之
大
事
、
神
ヲ
神
ト
習
︙
、
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
、
五
大
明
王
之
御
文
、（
流
鏑
馬
之
事
自
当
社
始
、
後
欠
）
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Ｂ
　

諏
方
参
詣
七
種
秘
潅
頂
、
権
現
法
楽
秘
法
決
汀
頂

Ｃ
　

和
光
法
楽
観
念

Ｄ
　

沐
浴
偈
秘
経
文
、
理
趣
分
之
肝
文
大
事
、
印
観
念
、
八
幡
之
御
歌

Ｅ
１

　

神
道
、
真
言
、
行
水
文
ほ
か
、
行
護
身
法

ヲ
︙
、
御
玉
会
護
符

Ｅ
２

　

御
即
位
法
位
（
三
天
合
行
法
）

Ｆ
　

爾
時
説
陀
羅
尼
曰
︙
、
授
職
灌
頂
儀
式

Ｇ
　

極
位
大
法
（
職
位
法
門
）、
諸
祈
祷
、
幣
大
事

Ｈ
１

　

向
鳥
居
印
名
如
常
参
七
度
次
第
、
神
楽
之
大
事
、
神
祇
之
大
事
、

Ｈ
２

　

右
、
前
宮
︙
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Ｉ
　

天
戸
祓
、
我
従
無
始
来
︙
、
米
銭
手
執
三
度
打
散
︙
（
含
、
清
浄
偈
）、
鳥
居
ハ

字
文
ナ
リ
、

Ｊ
　

慈
者
︙
、
四
度
之
御
狩
ト
申
事
、
御
左
口
神
望
串

字
祓
ヲ
巻
テ
︙
、
御
精
進
家
者
胎
蔵
界
形
也
︙

Ｋ
　

御
左
口
神
ノ
タ
ケ
七
寸
五
分
、
御
左
口
神
付
申
時
ノ
作
法
、
御
左
口
神
上
申
時
ノ
作
法

Ｌ
　

上
梵
上
正
︙

Ｍ
　

�

当
社
大
祝
殿
代
々
位
着
給
作
法
（
鳥
居
大
事
、
諸
神
勧
請
之
咒
印
、
御
即
位
法
位
大
事
、
授
職
灌
頂
、
職
位
法
門
有
口
伝
、
触
穢
之
大

事
〔
諏
方
参
詣
七
種
秘
印
、
権
現
法
楽
秘
決
灌
頂
口
決
、
和
光
法
楽
観
念
〕）

Ｎ
　

御
玉
会
ト
申
ス
ハ
～
（
観
十
二
因
縁
）、
当
社
之
大
事
、
諸
社
口
決

　

こ
れ
ら
の
印
信
は
、
両
部
神
道
に
於
い
て
授
受
さ
れ
る
印
信
類
、
そ
れ
を
改
変
し
た
も
の
、
諏
訪
に
於
い
て
形
成
さ
れ
た
諏
訪
社
を
め

ぐ
る
大
事
・
口
決
類
を
あ
わ
せ
て
収
録
し
て
い
る
。
特
に
Ｍ
は
、「
当
社
大
祝
殿
代
々
位
着
給
作
法
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
印
信
類
を

整
理
し
、
神
長
官
で
あ
る
守
矢
氏
が
、
大
祝
に
授
け
る
即
位
作
法
と
し
て
、
ま
と
め
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
点
で
Ｍ
は
、
諏

訪
流
の
中
核
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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四
、
中
世
神
道
・
両
部
神
道
の
印
信
類
と
の
共
通
点

　

こ
こ
で
は
、『
諏
訪
神
道
書
』
に
収
め
ら
れ
た
印
信
類
と
共
通
点
を
有
す
る
神
道
印
信
及
び
言
説
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
『
諏
訪
神
道
書
』
に
収
め
ら
れ
た
印
信
類
は
、
Ｅ
１
の
「
神
道
」（
１
１
ウ
）
に
諏
訪
流
、
伊
勢
流
、
筑
波
流
、
関
白
流
、
大
師
御
流
（
三

輪
流
あ
り
）
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
山
本
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
守
矢
満
実
あ
る
い
は
、
諏
訪
の
人
々
が
、
こ
れ
ら
の
神
道
の
伝
授
を
受

け
、
吸
収
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
も
の（

（1
（

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
神
道
諸
流
で
伝
授
さ
れ
る
印
信

類
、
そ
の
流
派
と
の
関
係
を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

・「
諏
訪
参
詣
七
種
秘
灌
頂
」「
権
現
法
楽
秘
法
決
汀
頂
」「
和
光
法
楽
観
念
」

　

舩
田
は
、
Ｂ
Ｃ
及
び
Ｍ
に
収
め
ら
れ
た
「
諏
訪
参
詣
七
種
秘
灌
頂
」「
権
現
法
楽
秘
法
決
汀
頂
」「
和
光
法
楽
観
念
」
に
注
目
し
、「
諏

訪
参
詣
七
種
秘
灌
頂
」「
権
現
法
楽
秘
法
決
汀
頂
」
は
、「
神
祇
参
詣
七
種
秘
印
」「
権
現
法
楽
秘
決
灌
頂 

三
宝
院
口
決
」
と
し
て
宮
地
直

一
旧
蔵
『
諸
大
事（

（1
（

』
及
び
随
心
院
所
蔵
『
御
流
神
道
目
録
』
上
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
共
通
す
る
こ
と
。「
和
光
法
楽
観
念
」
が

収
め
ら
れ
る
真
福
寺
所
蔵
『
日
本
記
三
輪
流
』
や
神
宮
文
庫
所
蔵
『
神
道
切
紙
』
に
は
、「
権
現
法
楽
秘
決
灌
頂
」
が
「
十
八
日
権
現
法

楽
口
決 

栄
西
述
」
と
し
て
収
め
ら
れ
、
本
文
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
区
分
で
は
、『
諏
訪
神
道
書
』
は
特
異
な
存
在
と
な
る
。

同
書
の
「
権
現
法
楽
秘
法
決
汀
頂
」
と
「
和
光
法
楽
観
念
」
と
は
切
紙
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
（
別
紙
・
別
筆
）、
こ
の
こ
と
と
関
わ

る
か
も
し
れ
な
い
。

・
即
位
法

　

山
本
ひ
ろ
子
が
先
に
挙
げ
た
諸
論
文
（「
囚
わ
れ
の
聖
童
た
ち
」「
も
う
一
人
の
天
皇
」「
中
世
の
諏
訪
」）
で
分
析
し
た
よ
う
に
、『
諏

訪
神
道
書
』
の
Ｅ
２
、
Ｆ
、
Ｇ
及
び
Ｍ
に
は
即
位
法
が
収
め
ら
れ
る
。
本
作
法
は
神
長
官
が
大
祝
に
授
け
た
も
の
と
し
て
、
研
究
が 
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進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
宮
地
直
一
は
、
神
長
官
の
守
矢
氏
が
大
祝
に
相
伝
す
る
秘
法
に
つ
い
て
、

　
　

�
即
位
式
に
関
白
よ
り
伝
奉
る
灌
頂
秘
事
の
換
骨
奪
胎
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
思
ふ
に
固
有
の
神
衣
着
体
の
如
き
簡
古
な
式
に
満
足

し
な
く
な
つ
た
結
果
、
朝
儀
に
模
擬
し
て
四
方
拝
礼
の
如
き
年
中
行
事
と
ゝ
と
も
に
、
灌
頂
以
下
密
教
系
神
道
の
産
物
を
も
摂
取
し

て
、
そ
の
内
容
を
複
雑
に
し
、
之
に
よ
つ
て
式
の
荘
厳
を
加
ふ
る
と
ゝ
も
に
、
優
越
性
の
増
進
を
図
ら
う
と
し
て
、
遂
に
上
述
の
如

き
奇
態
を
生
ま
し
め
た
も
の
な
が
ら
、
臣
子
の
分
限
と
し
て
僭
上
の
沙
汰
た
る
は
論
を
俟
た
ぬ（

（1
（

。

と
し
、
即
位
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
理
由
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、僧
侶
の
間
で
相
伝
さ
れ
た
即
位
法
の
印
信
類
と
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。
Ｅ
２
の
「
御
即
位
法 

三
天
合
行
法
也
」

（
１
４
ウ
）
は
大
黒
天
・
弁
財
天
・
荼
枳
尼
天
と
関
連
さ
せ
た
も
の
で
、
西
田
長
男
旧
蔵
『
諸
大
事
』
に
収
め
ら
れ
た
「
御
即
位 

三
天
合

行
法
也（

（2
（

」
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
Ｍ
に
収
め
ら
れ
る
「
御
即
位
法
位
大
事
」（
３
４
オ
）
も
同
様
で
あ
る
。『
諸
大
事
』
は
真
福
寺
第

四
世
・
政
祝
（
一
三
六
六
～
一
四
三
九
以
降
）
が
集
め
た
、
印
信
・
大
事
・
口
決
類
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
る
。

　

次
に
Ｇ
の
「
職
位
法
門
（
極
位
大
法
）」（
１
７
ウ
）
や
Ｍ
の
「
職
位
法
門
有
口
伝
」（
３
５
ウ
）
は
、
伊
藤
正
義
や
阿
部
泰
郎
が
論
じ

た
天
台
方
即
位
法
と
関
わ
る（

（2
（

。
こ
の
即
位
法
は
、
周
の
穆
王
は
天
を
翔
る
八
疋
の
馬
に
の
っ
て
釈
迦
が
説
法
を
し
て
い
る
霊
山
浄
土
へ
行

き
、
漢
語
で
「
法
華
経
」
の
偈
を
授
か
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
天
照
大
神
口
決
』
な
ど
に
も
み
え
る
。

　

１
８
オ
の
図
に
「
観
音
」
と
あ
る
の
は
、
本
書
で
「
肝
心
」
の
十
字
と
す
る
「
慈
眼
視
衆
生
、
福
聚
海
無
量
」
が
「
法
華
経
」
普
門
品

（
観
音
経
）
の
偈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
衡
山
南
岳
」
と
「
聖
徳
太
子
」
は
、
太
子
は
衡
山
に
お
い
て
達
磨
と
対
面
し
た
慧
思
の
生
ま
れ

変
わ
り
で
あ
り
、
ま
た
、
前
世
で
衡
山
に
残
し
た
経
を
魂
を
飛
ば
し
て
取
り
に
行
っ
た
と
す
る
説
話
（
衡
山
取
経
説
話
）
に
基
づ
く
だ
ろ

う（
（2
（

。
こ
の
即
位
法
と
聖
徳
太
子
と
の
結
び
つ
き
は
、
松
田
宣
史
が
「
慈
童
説
話
の
成
立
―
恵
心
流
俊
範
の
口
伝（

（2
（

―
」
に
お
い
て
、
叡
山
文

庫
生
源
寺
蔵
『
鑛
中
金
』
の
慈
童
説
話
を
紹
介
し
、
指
摘
し
て
い
る
。



108

・「
幣
大
事
」

　

Ｇ
の「
幣
大
事
」（
１
８
ウ
）は
仁
和
寺
所
蔵「
幣
大
事
」と
共
通
点
を
持
つ
。
こ
の
印
信
は「
神
道
諸
大
事
」（
御
八
九
―
二
四
）に
含
ま
れ
、

永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
九
月
二
十
二
日
に
行
慶
よ
り
行
與
に
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
同
日
に
は
と
も
に
「
日
本
秘
事 

阿
古
根
浦

口
伝
」「
鳥
居
大
事
」「
社
参
大
事
」
等
も
授
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
神
道
諸
大
事 

行
慶
法
印
自
筆
歟
」
と
記
さ
れ
た
包
紙
に
包

ま
れ
、
一
通
一
紙
に
記
さ
れ
る（

（2
（

。『
諏
訪
神
道
書
』
に
収
め
ら
れ
た
「
幣
大
事
」
に
は
「
神
長
満
実
相
伝
」（
２
０
オ
）
と
あ
り
、
先
述
の

「
職
位
法
門
」
な
ど
と
も
に
、
満
実
が
相
承
し
、
伝
授
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
極
位
大
法
」（
１
７
ウ
）
の
「
大
祝
殿
位
付
給
時
…
不
可
授
之
」
の
二
行
（
１
８
ウ
）
は
、
別
筆
で
あ
る
と
宮
地
は
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｇ
は
本
来
、
諏
訪
流
あ
る
い
は
諏
訪
社
と
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
切
紙
・
印
信
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、「
神

長
満
実
相
伝
」（
２
０
オ
）
の
後
に
残
画
が
あ
り
、
宮
地
は
こ
れ
も
別
筆
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
は
「
カ
コ
ウ
」
の
ふ
り
が
な

が
残
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
後
に
は
、
Ｈ
２
の
「
右
、
前
宮
祢
宜･･･

」（
２
２
ウ
・
２
３
・
オ
）
よ
り
は
じ
ま
る
一
文
と
同
文
が
記
さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諏
訪
流
神
道
の
一
部
の
切
紙
は
、
中
世
神
道
の
切
紙
に
加
筆
し
た
り
、
諏
訪
に
関
す
る
一
文

を
貼
り
継
い
だ
り
し
て
作
ら
れ
た
と
言
え
る
。

・「
神
楽
之
大
事
」「
神
祇
大
事
」

　

さ
て
、
Ｈ
１
の
「
向
鳥
居
印
名
如
常
参
七
度
次
第
」「
神
楽
之
大
事
」「
神
祇
大
事
」
で
あ
る
が
、
社
参
作
法
を
記
し
た
切
紙
で
あ
ろ
う
。

こ
の
う
ち
、「
神
楽
之
大
事
」
は
、
真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
の
「
諸
神
参
詣
」（
寛
正
三
年
〈
一
四
六
二
〉、
六
五
甲
二
四
号
ク
）、「
御
神

楽
大
事
」（
文
明
二
年
〈
一
四
七
〇
〉、
六
五
甲
合
二
四
号
ハ
）、「
御
神
楽
大
事
」（
永
正
六
年
〈
一
五
〇
九
〉、
六
五
甲
合
二
三
号
カ
）
ほ

か
と
共
通
点
を
有
し（

（2
（

、
先
述
の
仁
和
寺
所
蔵
の
神
道
印
信
群
の
う
ち
、「
御
神
楽
大
事 

第
三
初
」
の
後
半
と
も
共
通
す
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
本
印
信
は
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
以
降
、
広
く
流
布
す
る
「
八
十
通
印
信
」
の
中
に
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も
含
ま
れ
る（

（2
（

。

　
「
神
楽
之
大
事
」
の
次
に
収
め
ら
れ
る
「
神
祇
之
大
事
」（
２
２
オ
）
に
つ
い
て
は
一
致
す
る
印
信
を
示
す
用
意
が
無
い
。
し
か
し
、
鎌

倉
時
代
中
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
諸
社
灌
頂
」
と
呼
ば
れ
る
印
信
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
伊
勢
灌
頂
と
も

関
連
す
る
。
伊
勢
灌
頂
・
諸
社
灌
頂
・
諸
社
大
事
に
つ
い
て
は
伊
藤
聡
の
「
伊
勢
灌
頂
の
世
界
―
変
容
す
る
神
観
念
」
に
詳
し
い
。
伊

藤
の
論
文
に
依
拠
す
る
と
、
伊
勢
灌
頂
の
伝
本
に
は
、「
伊
勢
御
神
躰
事
」
が
付
さ
れ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
後
者
は 

「
諸
社
大
事
」「
諸
社
灌
頂
」
と
題
さ
れ
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る（

（2
（

。
ま
た
、
高
橋
悠
介
は
、「『
諸
社
口
決
』
二
・
四
に
み
え
る
伊
勢
神
宮

の
神
を
衆
生
の
心
中
の
八
葉
蓮
花
に
座
す
金
色
の
蛇
と
す
る
記
事
と
関
わ
る
の
が
「
伊
勢
灌
頂
」
で
あ
り
、『
諸
社
口
決
』
一
・
四
に
み

え
る
社
参
作
法
と
口
伝
を
中
心
に
展
開
し
た
の
が
「
諸
社
大
事
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
る（

（3
（

」
と
す
る
。

　
「
諸
社
大
事
」「
諸
社
灌
頂
」
の
作
法
は
、①
鳥
居
前
に
て
閉
塔
印
を
結
び
「
阿
」
明
を
誦
す
。
②
神
殿
前
に
て
外
五
古
印
を
結
び
「
鑁
」

明
を
誦
す
。
③
神
体
を
観
想
し
て
八
葉
印
を
結
び
「
吽
」
明
を
誦
す
。
④「
南
無
本
覚
法
身
本
有
如
来
自
性
心
壇
内
護
摩
道
場
」
と
三
反

唱
え
る
。
⑤「
ち
は
や
ぶ
る
我
が
心
よ
り
す
る
わ
ざ
を
お
い
づ
れ
の
神
か
よ
そ
に
見
る
べ
き
」
と
詠
ず
る
、
の
五
つ
か
ら
成
る（

（3
（

。
同
種
の

も
の
に
は
、『
日
本
紀
三
輪
流
』
所
収
「
鳥
居
大
事
」（
天
文
十
七
年
〈
一
五
四
八
〉
卯
月
二
十
九
日
、
伝
受
玄
仙
畢（

（3
（

）
や
『
諸
大
事
』
所

収
「
諸
社
大
事（

（3
（

」
が
あ
る
。

　

Ｍ
の
「
当
代
大
祝
殿
代
々
位
着
給
作
法
」
で
は
、「
神
楽
之
大
事
」「
神
祇
大
事
」
は
「
一
鳥
居
」
～
「
三
鳥
居
」（
３
２
ウ
）
を
加
え

て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
加
え
ら
れ
た
部
分
は
、
真
福
寺
所
蔵
「
鳥
居
大
事
」（
年
未
詳
、
六
五
甲
合
二
三
号
テ
）
と
共
通
す
る（

（3
（

。

・
清
浄
偈

　

Ｉ
の
「
○
ア
キ
ラ
ケ
キ
」（
２
６
オ
）
～
「
清
浄
無
皆
永
出
」（
２
７
オ
）
ま
で
は
「
清
浄
偈
」
で
あ
る
。
こ
の
「
白

あ
き
ら
け
き
人
た
ち
を
の
を
の
を
も
い
た
ま
へ

衆
等
各
念  

此
こ
の
と
き
き
よ
く
い
さ
き
よ
き
の
り
あ
り

時
清
浄
偈 

諸
も
ろ
も
ろ
の
の
り
は
か
け
と
か
た
ち
の
こ
と
し

法
如
影
像 

清
き
よ
く
い
さ
き
よ
き
も
の
は
か
り
り
そ
め
に
も
け
か
る
る
こ
と
な
し

浄

无

仮

穢

 

取こ
と
は
を
と
て
う
へ
か
ら
す

説
不
可
得 

皆
み
な
た
ね
よ
り
な
る
こ
の
み
と
の
た
ま
は
せ
り

従
因
業
生
」
は
、
不
空
訳
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『
金
剛
界
礼
懺
文
』
の
結
び
の
偈
が
祓
詞
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
読
み
に
は
、
秘
伝
が
有
り
、
神
宮
祭
主
家
の
岩
出
流
と

粥
見
流
で
異
な
る（

（3
（

。「
清
浄
无
仮
穢
」
は
岩
出
流
で
は
「
き
よ
く
い
さ
き
よ
き
も
の
は
か
り
に
も
け
か
る
る
こ
と
な
し
」
と
読
む
。
紙
幅

の
都
合
上
、
全
文
を
比
較
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
粥
見
流
で
は
、
岩
出
流
で
「
か
り
に
も
」
と
読
む
部
分
を
『
諏
訪
神
道
書
』
と
同
じ

く
「
か
り
そ
め
に
も
」
と
読
む
。
ま
た
、
こ
の
清
浄
偈
は
、
鎌
倉
時
代
前
中
期
に
は
成
立
し
て
い
た
『
中
臣
祓
訓
解
』
に
は
「
天
津
宮
事
」

の
注
と
し
て（

（3
（

、『
天
地
霊
覚
秘
書
』
に
は
「
天
児
屋
根
命
祝
詞
《
本
来
清
浄
咒
／
晨
朝
偈
也（

（3
（

》」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
偈
は
『
氏
経
卿
記
録
』『
古
代
祝
詞
集
』『
守
晨
・
御
祓
本
』
な
ど
に
も
「
天
都
祝
詞
惣
咒 

亦
名
妙
覚
心
地
神
咒
」
の
一

部
と
し
て
収
め
ら
れ（

（3
（

、
さ
ら
に
、
こ
の
偈
に
関
わ
る
秘
説
は
、
東
泉
院
本
『
太
祝
詞
』（
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
等
に
も

収
め
ら
れ
る（

（4
（

。
諏
訪
流
神
道
は
、
こ
の
清
浄
偈
を
両
部
神
道
あ
る
い
は
祓
に
関
す
る
伝
書
な
ど
か
ら
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

・「
当
社
之
大
事
」「
諸
社
口
決
」

　

Ｎ
の
末
尾
に
収
め
ら
れ
る
「
当
社
之
大
事
」
は
、
真
福
寺
所
蔵
『
諸
社
大
事
』（
第
五
六
合
六
六（

（4
（

）
の
前
半
と
一
致
し
、「
諸
社
口
決
」

は
称
名
寺
聖
教
「
諸
社
口
決
寸
人
水
」（『
諸
社
口
決
』
三
、
四
一
八
函
三
二
―
二（

（4
（

）
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
挙
げ
た
「
諸
社
大

事
」
と
も
関
連
す
る
。
ま
た
、「
当
社
之
」
と
あ
る
が
、
こ
の
切
紙
の
内
容
を
諏
訪
社
周
辺
に
限
定
し
、
諏
訪
社
独
自
の
も
の
と
し
て
分

析
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
本
印
信
が
諏
訪
流
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
意
味
を

問
う
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

以
上
、『
諏
訪
神
道
書
』
に
収
め
ら
れ
た
印
信
類
と
、
共
通
す
る
中
世
神
道
・
両
部
神
道
の
印
信
類
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
は
、
十
五

世
紀
頃
あ
る
い
は
室
町
時
代
に
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
神
道
印
信
が
諏
訪
に
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
少

な
く
と
も
神
長
官
は
こ
れ
を
相
承
し
、
伝
授
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
諏
訪
の
地
に
運
ん
だ
の
は
、
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 
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そ
し
て
、
こ
の
即
位
法
と
諏
訪
社
に
関
わ
る
口
伝
、
諏
訪
社
に
合
う
よ
う
改
変
し
た
印
信
類
を
中
心
に
し
て
、
諏
訪
流
神
道
（
諏
訪
神
道

書
）
は
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
お
わ
り
に

　

宮
地
直
一
は
、『
諏
訪
史
』
に
お
い
て
、『
諏
訪
神
道
書
』
が
印
信
を
記
し
た
切
紙
の
貼
り
継
ぎ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
た
が
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
詳
細
は
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宮
地
直
一
自
筆
の
注
記
に
よ
っ
て
こ
の
状
況
が
想
定
で
き
、

ま
た
、
そ
れ
は
彼
の
記
述
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
地
自
身
が
『
諏
訪
史
』
を
執
筆
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
本
書
は
、
そ
れ
を
調
査
し
た
宮
地
の
見
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
『
諏
訪
神
道
書
』
を
宮
地
直
一
の
注
記
に
従
っ
て
分
析
す
る
と
、
旧
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
諏
訪
社
を
め
ぐ
る
言
説
・

印
信
、
中
世
神
道
・
両
部
神
道
の
印
信
類
、
そ
れ
を
諏
訪
社
に
合
う
よ
う
に
改
変
し
た
も
の
な
ど
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
『
諏
訪

神
道
書
』
研
究
で
は
、
諏
訪
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
熱
田
社
（
熱
田
神
宮 

愛
知
県
）、
津
島
社
（
津
島

神
社 

愛
知
県
）、
日
御
碕
社
（
日
御
碕
神
社 

島
根
県
）
で
展
開
し
た
神
道
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
諏
訪
流
神
道
に
つ

い
て
も
、
中
世
神
道
・
両
部
神
道
が
各
地
の
神
社
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
加
筆
と
貼
り
継
ぎ
の
状
態
を
含
め
、『
諏
訪
神
道
書
』
の
構
造
を
把
握
し
、
も
と
の
切
紙
の
状
態
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

本
稿
が
『
諏
訪
神
道
書
（
諏
訪
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事
）』
研
究
を
含
め
た
諏
訪
神
道
研
究
や
中
世
神
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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註

　
（
1�
）
こ
の
調
査
・
研
究
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
い
て
特
集
展
示
「
宮
地
直
一
と
熊
野
信
仰
研
究
」（
会
期
：

令
和
四
年
十
月
十
八
日
～
十
二
月
四
日
）、
同
「
宮
地
直
一
と
天
神
信
仰
」（
会
期
：
令
和
五
年
一
月
二
十
八
日
～
三
月
二
十
六
日
）

を
開
催
し
た
。

　
（
2�

）『
諏
訪
史
』
第
二
巻
・
前
編
（
信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会
、一
九
三
一
年
）、同
後
編
（
信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会
、一
九
三
八
年
）。
な
お
、

同
書
は
の
ち
に『
穂
高
神
社
史
・
諏
訪
神
社
の
研
究（
上
）』（
宮
地
直
一
論
集
一
、蒼
洋
社
、一
九
八
五
年
）、『
諏
訪
神
社
の
研
究（
下
）』 

（
宮
地
直
一
論
集 

二
、
蒼
洋
社
、
一
九
八
五
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
（
3�

）『
諏
訪
大
明
神
祭
礼
記
・
諏
訪
神
道
書
』
國
學
院
大
學
図
書
館 

宮
地
直
一
旧
蔵
資
料
、
一
一
三
六
番
。

　
（
4�

）
諏
訪
教
育
会
編
『
復
刻 

諏
訪
史
料
叢
書
』
第
五
巻
（
中
央
企
画
、
一
九
八
四
年
）
お
よ
び
『
信
濃
史
料
』
第
九
巻
（
信
濃
史
料

刊
行
会
編
集
・
発
行
、
一
九
五
七
年
、
三
八
六
～
四
二
三
頁
）
を
参
照
し
た
。

　
（
5�

）
細
田
貴
助
『
県
宝
守
矢
文
書
を
読
む
―
中
世
の
史
実
と
歴
史
が
み
え
る
―
』（
ほ
お
ず
き
書
籍
、
二
〇
〇
三
年
）
二
五
六
頁
。

　
（
6�

）
久
保
田
収
「
中
世
の
諏
訪
大
社
」（『
神
道
史
の
研
究 

遺
芳
編
』
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
ほ
か
。
先
行
研
究

に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　
（
7�

）
諏
訪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
諏
訪
市
史
』
上
巻 

第
七
章
第
五
節
「
上
社
と
仏
教
」（
宮
坂
光
昭
執
筆
）（
諏
訪
市
、
一
九
九
五
年
）

七
三
八
頁
。
な
お
、
中
世
の
諏
訪
社
に
つ
い
て
は
、
同
稿
を
参
照
し
た
。

　
（
8�

）
宮
地
直
一
『
諏
訪
史
』
第
二
巻 

後
編
（
前
掲
）
九
〇
・
九
一
頁
。

　
（
9�

）
久
保
田
収
「
中
世
の
諏
訪
大
社
」『
神
道
史
の
研
究 

遺
芳
編
』（
前
掲
）。
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（
10�

）
細
田
貴
助
『
県
宝
守
矢
文
書
を
読
む
―
中
世
の
史
実
と
歴
史
が
み
え
る
―
』（
前
掲
）。

　
（
11�
）
山
本
ひ
ろ
子
「
囚
わ
れ
の
聖
童
た
ち
―
諏
訪
祭
政
体
の
大
祝
と
神
使
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
赤
坂
憲
雄
ほ
か
編
『
排
除
の
時
空
を
超

え
て 
い
く
つ
も
の
日
本
へ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、「
も
う
一
人
の
天
皇
―
諏
訪
祭
体
の
大
祝
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
思

想
史
講
座
2
―
中
世
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）、「
中
世
の
諏
訪
「
南
宮
」
と
諏
訪
流
神
道
を
め
ぐ
っ
て
」（『
現
代
思
想
』

二
〇
一
七
年
二
月
臨
時
増
刊
号
（
四
五
巻
二
号
）、
二
〇
一
七
年
）。

　
（
12�

）
山
本
ひ
ろ
子
「
中
世
の
諏
訪
「
南
宮
」
と
諏
訪
流
神
道
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
）
一
三
八
頁
。

　
（
13�

）
舩
田
淳
一
「
死
穢
と
成
仏
―
真
言
系
神
道
書
に
見
る
葬
送
儀
礼
―
」（『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）

四
二
四
・
四
二
五
頁
。

　
（
14�

）
拙
稿
「
資
料
紹
介 

宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』
一
〇
（
二
〇
一
二
年
）。

　
（
15�

）『
諏
訪
史
料
叢
書
』
五
（
前
掲
）
四
一
八
頁
。

　
（
16�

）
山
本
ひ
ろ
子
「
中
世
の
諏
訪
―「
南
宮
」
と
諏
訪
流
神
道
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
前
掲
）
一
三
八
頁
。

　
（
17�

）
そ
の
後
、
宮
地
本
の
原
本
で
あ
る
西
田
長
男
旧
蔵
本
が
見
出
さ
れ
た
。
同
書
は
阿
部
泰
郎
・
大
東
敬
明
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

〈
第
三
期
〉
第
四
巻 

神
道
篇 

中
世
神
道
資
料
集
』（
臨
川
書
店
、二
〇
二
〇
年
）
に
翻
刻
を
収
め
た
。
同
書
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
（
18�

）
宮
地
直
一
『
諏
訪
史
』
第
二
巻
・
後
編
（
前
掲
）
一
二
二
頁
。

　
（
19�

）
即
位
法
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
舩
田
淳
一
も
前
掲
論
文
四
一
二
・
四
一
三
頁
で
言
及
し
て
い
る

　
（
20�

）
阿
部
泰
郎
・
大
東
敬
明
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

中
世
神
道
資
料
集
』（
前
掲
）
二
三
〇
頁
。

　
（
21�

）
伊
藤
正
義
「
慈
童
説
話
考
」（
片
桐
洋
一
ほ
か
監
修
『
伊
藤
正
義 

中
世
文
華
論
集 

第
四
巻 

文
学
史
と
思
想
史
の
間
』
和
泉
書
院
、

二
〇
二
二
年
〈
初
出
、
一
九
八
〇
年
〉）。
阿
部
泰
郎
「
慈
童
の
誕
生
―
天
台
即
位
法
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
世
日
本
の 
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王
権
神
話
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
〈
初
出
、
一
九
八
四
年
〉）。
ま
た
、
阿
部
泰
郎
「
解
説
」『
伊
藤
正
義 

中
世
文

華
論
集 

第
四
巻 

文
学
史
と
思
想
史
の
間
』
も
参
照
し
た
。

　
（
22�
）
同
説
話
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰
郎
・
吉
原
浩
人
編
『
南
岳
衡
山
と
聖
徳
太
子
信
仰
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
し
た
。

諏
訪
信
仰
と
太
子
伝
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
扱
っ
た
論
文
に
、
間
枝
遼
太
郎
「
諏
訪
明
神
縁
起
に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝
の
受
容
と

展
開
―『
諏
方
大
明
神
講
式
』
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
二
二
―
五
、
二
〇
二
一
年
）、
同
「
諏
訪
信
仰
に
お
け
る
聖
徳

太
子
伝
の
影
響
―
物
部
守
屋
に
注
目
し
て
―
」（『
伝
承
文
学
研
究 

』
七
〇
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。

　
（
23�

）
松
田
宣
史
「
慈
童
説
話
の
成
立
―
恵
心
流
俊
範
の
口
伝
―
」（『
天
台
宗
恵
檀
両
流
の
僧
と
唱
導
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
五
年 

〈
初
出
、
二
〇
一
一
年
〉）。

　
（
24�

）
阿
部
泰
郎
編
、
伊
藤
聡
・
原
克
昭
・
松
尾
恒
一
翻
刻
・
解
題
『
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報 

第
二
集 

仁
和
寺
資
料
【
神

道
篇
】
神
道
灌
頂
印
信
』（
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
室
、
二
〇
〇
〇
年
）
七
五
・
七
六
頁
。

　
（
25�

）
伊
藤
聡
「
神
道
印
信
」『
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報 

仁
和
寺
資
料
【
神
道
篇
】
神
道
灌
頂
印
信
』〈
前
掲
〉
一
二
七
頁
。

　
（
26�

）
伊
藤
聡
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
〈
第
三
期
〉
神
道
篇 

第
三
巻 

御
流
神
道
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
二
六
七
・
二
六
八
頁
。

　
（
27�

）『
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報 

神
道
灌
頂
印
信
』（
前
掲
）
八
四
頁
。

　
（
28�

）
真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
「
御
神
楽
大
事
」（
天
文
十
一
年
〈
一
五
四
二
〉、
六
五
甲
合
二
四
号
カ
）
な
ど
（
伊
藤
聡
編
『
真
福
寺

善
本
叢
刊 

御
流
神
道
』（
前
掲
）
二
一
八
頁
）。

　
（
29�

）
伊
藤
聡
「
伊
勢
灌
頂
の
世
界
―
変
容
す
る
神
観
念
」（『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）
三
七
三
頁
。

　
（
30�

）
高
橋
悠
介
「『
諸
社
口
決
』と
密
教
的
社
参
作
法
の
展
開
」（
松
岡
心
平
編『
中
世
に
架
け
る
橋
』森
話
社
、二
〇
二
〇
年
）一
三
九
頁
。

　
（
31�

）
伊
藤
聡
「
伊
勢
灌
頂
の
世
界
」（『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』〈
前
掲
〉）
三
七
三
頁
。
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（
32�

）
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
七
巻 

神
祇
部
二 

中
世
日
本
紀
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
四
七
四
頁
。

　
（
33�
）『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

中
世
神
道
資
料
集
』（
前
掲
）
二
〇
七
・
二
〇
八
頁
。

　
（
34�
）『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

中
世
神
道
資
料
集
』（
前
掲
）
二
七
九
頁
。

　
（
35�

）
伊
藤
聡
「
神
祇
信
仰
の
場
と
「
文
」―
中
臣
祓
の
変
容
」（『
神
道
の
中
世
―
伊
勢
神
宮
・
吉
田
神
道
・
中
世
日
本
紀
』
中
央
公
論

新
社
、
二
〇
二
〇
年
）。

　
（
36�

）
藤
波
家
文
書
研
究
会
『
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
歴
史
』
第
三
編
「
中
世
の
大
中
臣
祭
主
家
」（
岡
田
莊
司
執
筆
）（
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
九
三
年
）。
清
浄
偈
の
読
み
は
荒
木
田
守
晨
写
『
守
晨
・
御
祓
本
』（
岡
田
莊
司
校
注
『
神
道
大
系 

古
典
註
釈
編
八 

中
臣
祓
註
釈
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
、
九
九
頁
）
に
依
拠
し
た
。

　
（
37�

）
岡
田
莊
司
校
注
『
神
道
大
系 
中
臣
祓
註
釈
』（
前
掲
）
九
頁
。

　
（
38�

）
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
六
巻 

神
祇
部
一 

両
部
神
道
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
三
九
二
頁
。

　
（
39�

）
い
ず
れ
も
、『
神
道
大
系 

古
典
註
釈
編
八 
中
臣
祓
註
釈
』〈
前
掲
〉
所
収
。

　
（
40�

）
伊
藤
聡
「
東
泉
院
本
『
太
祝
詞
』
に
つ
い
て
―
影
印
・
翻
刻
と
解
題
」（
井
上
卓
哉
編
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
特
別
号
②
東

泉
院
の
神
道
資
料
』
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
八
年
）。

　
（
41�

）
伊
藤
聡
「
伊
勢
灌
頂
の
世
界
」〈
前
掲
〉
三
九
一
・
三
九
二
頁
。

　
（
42�

）
高
橋
悠
介
「【
資
料
紹
介
】
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道
資
料
『
諸
社
口
決
』
一
結
―
翻
刻
―
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
三
五
、 

二
〇
一
五
年
）。

　
（
43�

）
阿
部
美
香
「【
解
題
】
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
等
八
通 

熱
田
宮
神
道
灌
頂
の
輪
郭
」、
阿
部
泰
郎
「
中
世
熱
田
宮
の
神
道
伝
授
宗

教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
―『
鈴
大
事
』
と
の
比
較
か
ら
」（
と
も
に
「［
資
料
］
菟
足
神
社
所
蔵 

富
士
山
・
熱
田
信
仰
史
資
料
調
査 
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報
告
」（『
学
苑
』
九
四
九
、
二
〇
一
九
年
）、
拙
稿
「
素
戔
烏
流
（
出
雲
流
）
神
道
の
形
成
と
神
祇
書
の
相
承
―
近
世
に
お
け
る
中

世
神
道
の
展
開
―
」（『
日
本
書
紀
と
出
雲
観
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
二
六
）』、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

　

※�
本
稿
は
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部
門
）
で
進
め
る
事
業
の
成
果
で
あ
り
、
ま
た
、JSPS

科
研
費
（
課
題
番
号 

21H
00478

）
基
盤
研
究
（
B
）「
両
部
神
道
の
伝
播
と
継
承
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
代
表 

伊
藤
聡
）
に
お
け
る
研
究
成
果
を 

用
い
て
い
る
。
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翻
刻

【
凡
例
】

・�

底
本
に
は
宮
地
直
一
旧
蔵
『
諏
訪
大
明
神
祭
礼
記 

諏
訪
神
道

書
』
を
用
い
た
、
同
資
料
は
原
本
を
透
き
写
し
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

・�

原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。

・�

行
移
り
は
、
原
則
と
し
て
原
本
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
版
面
の
都

合
上
、
一
行
に
収
ま
ら
な
い
場
合
に
は
「
＝
」
を
付
し
て
次
行
に

記
し
、
一
行
に
収
め
た
場
合
に
は
行
移
り
を
「
／
」
で
示
し
た
。

・�

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
翻
刻
者
の
判
断
で
句
読
点
を
付
し
た
。

・�

梵
字
は
、
原
本
の
写
真
を
は
め
込
ん
だ
。

・�

句
切
れ
等
を
示
す
符
点
は
〔.

〕
と
示
し
た
。

・�

丁
移
り
は
、」（
１
オ
）
の
よ
う
に
示
し
た
。
丁
は
、「
諏
訪
神

道
書
」
の
冒
頭
を
１
オ
と
数
え
た
。
原
本
で
は
こ
の
前
に
、「
諏

訪
大
明
神
祭
礼
記
」
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

・�

底
本
に
示
さ
れ
た
紙
継
ぎ
は
、

―
で
示
し
た
。

・�

宮
地
直
一
の
注
記
（
朱
注
）
は
『　
　

』
で
示
し
、
本
文
の
朱

書
は
〔　
　

〕
で
示
し
た
。
な
お
、宮
地
直
一
の
注
記
は
、頭
注
、

傍
注
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
、
そ
の

多
く
は
注
と
し
て
付
し
た
。

・�

宮
地
直
一
の
注
記
に
従
え
ば
、
原
本
は
い
く
つ
か
の
切
紙
を
貼

り
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
同
注
記
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
Ａ
〜

Ｎ
ま
で
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

・�

宮
地
直
一
が
、
追
筆
・
加
筆
と
判
断
し
た
箇
所
は

で 

囲
っ
て
示
し
た
。

・�

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
翻
刻
・
論
文
を
参
照
し
た
。

　

翻
刻

　

・�

諏
訪
教
育
会
編
『
復
刻 

諏
訪
史
料
叢
書
』
五
（
中
央
企
画
、

一
九
八
四
年
）

　

・�『
信
濃
史
料
』
九
（
信
濃
史
料
刊
行
会
編
集
・
刊
行
、

一
九
五
七
年
）

　

論
文

　

・�
山
本
ひ
ろ
子
「
囚
わ
れ
の
聖
童
た
ち
―
諏
訪
祭
政
体
の
大
祝

と
神
使
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
排
除
の
時
空
を
超
え
て 

い
く

つ
も
の
日
本 

五
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

　

・�

伊
藤
聡
「
伊
勢
灌
頂
の
世
界
―
変
容
す
る
神
観
念
」（『
中
世
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天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）

　

・�

舩
田
淳
一
「
死
穢
と
成
仏
―
真
言
系
神
道
書
に
見
る
葬
送
儀

礼
」（『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）

　

・�
高
橋
悠
介
「【
資
料
紹
介
】
金
沢
文
庫
の
中
世
神
道
資

料
『
諸
社
口
決
』
一
結
―
翻
刻
―
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』

三
三
五
、
二
〇
一
五
年
）

【
翻
刻
】

諏
訪
神
道
書

�

」（
１
オ
）　　

『
本
書
一
巻
、
守
矢
氏
蔵

原
書
題
名
を
欠
く
今
仮
ニ
之
を
命
し
て
諏
訪
神
道
書

と
い
ふ
、　　
　

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
六
日
記
之

長
さ
五
十
尺
三
分
、
幅
五
寸
一
分

紙
質
一
完
せ
ず
、
書
体
亦
一
な
ら
ず
、
恐
ら
く
は
室
町
時
代
末
期
の
筆
写
に
し
て

そ
の
頃
綴
合
は
せ
し
も
の
な
ら
ん
、
今
冊
子
本
と
し
て
之
を
謄
写
す
、』」（
１
ウ
）

Ａ
　
　
　

指（
（
（

名
小
指
ヨ
リ
ハ
シ
ム
ヘ
シ
、

　
　
　

地　
　

水　
　

火　
　

風　
　

空（
（
（

 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
（
（

 

　
　
　

五
衰
三
熱
□

（
之
カ
）大

事

　
　
　

夫
五
衰

ト
申
事

ハ
、
一
切
衆
生
迷

ヲ
以

テ

　
　
　

神
道

ヨ
リ

仏
法

ニ
入

ヲ
以

テ
、
是

ヲ
為タ

メ
ニ

挑
カ
ヽ
ケ
ン

五
衰

ノ

　
　
　

苦
ト
ハ

申
ス

也
。

　
　
　

�

自
カ

好コ
ノ
ミ
ノ

前
ヨ
リ

引ヒ
キ

入イ
ル
ヽ
ヲ者
ハ

邪
ト

云
也
。
如

ヘ
ノ

レ ナ
ル
ヲ
ハ

教ヲ
シ

」（
２
オ
）

　
　
　

正
ト

云
也
。
三
熱

ト
云

ハ
貪ト

ン

嗔シ
ン

痴チ

、
此

ノ
三

ヲ
云
也
。

　
　
　

又
云

ク
、
心ム

ネ
ノ

内
ニ

本
覚

ノ
有ア

リ
レ

都ミ
ヤ
コ

、
衆
生

　
　
　

三
毒

ニ

迷
マ
ヨ
ヘ
ル

時ト
キ
ハ

法
性
之
都
破ヤ

フ
ル

也
。
以

テ

　
　
　
レ
是

ヲ
三
毒

ノ
苦

ト

習ナ
ラ
ウ

也
。

　
　

一
、
神

ヲ
神

ト
習
納

ヲ
サ
メ
テ

、
心
深シ

ン
ニ
シ
テ

一
念

ヲ
モ

不サ
ス

レ

残ノ
コ
サ

　
　
　

信
心

ヲ
取

ル
時

ハ
、
法
性

ノ
都

ト
云

テ
百
千

ノ
」（
２
ウ
）

　
　
　

杜（
社
）檀
ヲ

奉
二 ル

ト
建
立

シ
示
給
也
。

（
1
）『
巻
軸
ナ
シ
』

（
2
）『
コ
ノ
辺
紙
面
ヨ
ク
ス
レ
ル
』

（
3
）『
」
以
上
三
行
追
筆
カ
』

大指
頭指

中指
无明指

小指
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諏
方
大
明
神
深
秘
御
本
事
大
事　

　
　
　

天
照
大
神
天ア

マ
ノ

岩ユ
ハ

戸
ヲ

太タ

刀チ

雄カ
ラ
ヲ

尊ミ
コ
ト

　
　
　

者ハ

当
社

ヲ
推ヲ

シ

開ヒ
ラ
キ

給
マ
ウ

化
道
方
便
也

リ
。

　
　
　

爰コ
ヽ
ニ

有ア
リ

二
至
極

ノ

習ナ
ラ
イ

一
非ラ

ス
レ
開

ヒ
ラ
ク
ニ

二
御ミ

戸
ヲ一

。

　
　
　

天
照
大
神
之
内ナ

イ
セ
ウ証

、
当
社
同
体

ニ
シ
テ

」（
３
オ
）

　
　
　

以
二 テ
正
法
一 ヲ
釈
尊

ト

顕
ア
ラ
ハ
レ

、
開ヒ

ラ
キ

岩イ
ハ

戸ト
ヲ

給
ト

―（
（
（

―
習ナ

ラ
ウ

。
当
社

ハ
法
花
寺

ノ
持チ

尊ソ
ン

是
レ

也
リ

。
―

　
　
　

阿ア
ハ

母ハ
ハ

、
釈シ

ャ
ク
ハ

父チ
チ

。
口
決
、
神
本
体

ト
者

ハ

　
　
　

大
日
、
当
社

ハ
金
剛
界
、
名ナ

ツ
ク

二
太タ

チ
カ
ラ刀

雄ヲ
ト

。

　
　
　

釈
迦

ノ
此

レ
分
身
也
。
当
社

ニ
ハ

代
々
自ヨ

リ

神
長

　
　
　

外
ハ

不サ
ル

レ
知シ

ラ

之
一 レ

ヲ
也
。
毎
夜
奏

ソ
ウ
ス
ト

云
事
、」（
３
ウ
）

　
　
　

日
本
記
相
伝
不
レ
知
二
是

ヲ
、

　
　
　
　

経
文
云
、

　
　
　

毎コ
ト
ニ

自
ミ
ツ
カ
ラ

作ナ
シ

二
是コ

ノ

念ネ
ン
ヲ

一、
以

テレ

何ナ
ニ
ヲ

令セ
シ
メ

二
衆
生

ヲ一

　
　
　

得ヱ
テ

レ
入
二 ル

ヽ
コ
ト
ヲ

無
上
道

ニ一
、
速

ス
ミ
ヤ
カ
ニ

成
二
就

ス
仏
身

ヲ一
、

　
　
　
　

五
大
明
王
之
御
文
」（
４
オ
）

　
　
　

東
方　

降
三
世

　
　
　

南
方　

軍
荼
利

　
　
　

西
方　

大
威
徳

　
　
　

北
方　

金
剛
夜
叉

　
　
　
　
　
五
大
明
王

ニ
取ト

リ
申ス

時ト
キ
ハ

、上
宮

ヲ
ハ

降
三
世

ト
取

リ
申

ス
。」（
４
ウ
）

　
　
　
　
　

速ハ
ヤ

開ヒ
ラ
ケ

姫ヒ
メ
ト

申
ス
ハ

難ナ
ン

陀タ

龍リ
ウ

王
ノ

妹
イ
モ
ツ
ト

、
諏
方

　
　
　
　
　
　

下
ノ

宮
ハ

不
動
、
是

ハ
中
央

ノ
分
。

　
　
　

叉シ
ャ

迦カ

羅ラ

龍
王
下
宮ミ

ヤ

、

　
　
　

流（
（
（

鏑
馬
之
事
、
自
当
社
始

高
丸
御

退
治
時

　
　
　

一
番　

貪　
　
　

二
番　

嗔　
　
　

 

三
番（

（
（

 

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｂ
　
　
　
　

諏（
（
（

方
参
詣
七
種
秘
潅
頂

　
　
　
　
〔［
〕
大
祝
殿
奉
授
候
。
暦
応
三
年
閏
九
月
十
日
。〔
］〕（

（
（ 

（
4
）『
継
目
、
以
下
同
ジ
』

（
5�
）『
以
上
最
初
ヨ
リ
連
続
ノ
／
記
文
ト
見
ユ
、／
以
上
二
枚
、
天
地
ニ

横
ニ
筋
／
界
線
ヲ
引
ク
』

（
6�

）『
コ
ノ
二
行
前
／
後
ニ
比
シ
筆
／
蹟
ヲ
異
ニ
ス
』

（
7�

）『
以
下
別
紙
別
筆
』

（
8
）『
括
弧
内
補
筆
ナ
リ
』
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或
葬
送
灌
頂　
〔［
〕
帰
陣
時
頼
継

ニ
〔
］〕

　
　
　
　

�〔［
〕
触
穢
之
大
事
ト
モ
云
。
是

ヲ
能
々
知
人
者
不
浄

　
　
　
　

＝
ツ
ウ
ダ
ン
ア
ル

ベ
カ
ラ
ズ

〔
］〕」（
５
オ
）

　
　
　

先
智
奉

（
拳
ヵ
）印　

次
五
守
印　

次
无
所
不
至

　
　
　

次
宝
珠
印　

次
施
無
畏　

次
八
葉
印

―
　
　
　

次
重
智
奉

（
拳
ヵ
）印　

言
、
光
明
真
言

三
反
ツ
ヽ

　
　
　

権
現
法
楽
秘
法

灌

決ケ
ツ

汀ク
ワ
ン

頂チ
ヤ
ウ

　
　
　

口
決
、
々
々
権
現
者
明
神

ナ
リ

。

字
ナ
リ

。

　
　
　

恵
也
。
衆
生

ハ

字
ナ
リ

。
定
恵
不
二
性

　
　
　

徳
ノ

仏
ト
ニ与ト

修
徳

ノ
仏
一
一
体

ナ
リ

。
本

ヨ
リ

台
金
両
」（
５
ウ
）

―
　
　
　

部
合
行
、
衆
生
与
神
明
一
如
平
等

ナ
ル

　
　
　

故
ニ

、
死
人

ヲ
葬
送

ナ
リ

。
垂
迹
明
神

ノ
御
前

ニ

　
　
　

詣
ス
レ
ト
モ

無
失シ

ツ

。
和
光
同
塵
不
生
不
滅
、

　
　
　

字
体

ナ
ル

故
、
死
人
葬
送

ス
ル
ハ

即
明
神

ヲ
奉

ル
ニ

　
　
　

荘
厳
也
。
和
光
同
塵

ノ
衆
生

ヲ
化
度
給

　
　
　

事
ハ

一
切
衆
生
定
恵

ノ
不
二
也
。
明
神

モ

　
　
　

ノ
二
真
言
合
、
令
垂
跡
明
神
給
也
。
依
」（
６
オ
）

　
　
　

死
人

ヲ
葬
送
一、
垂
跡
明
神
、
本
不
生
信
給

　
　
　

也
。
国
土
為
化
度
縁
、

ノ
二
字

ヲ

戒
イ
マ
シ
メ

、

　
　
　

死
人
葬
送
成
二

字
ト一

葬
送

ナ
リ

。
爾

ハ

　
　
　

死
人

ヲ
葬
送

シ
テ

垂
迹
御
前
詣
時キ

、

　
　
　

法
界
塔
婆

ノ
印
結

ナ
リ

。
死
人

ト
ニ与ト

明
神
一

　
　
　

体
成
自
受
法
楽
也
。
故

ニ
死
人

モ
恵
也
。

　
　
　

字
不
生
也
。
又
明
神

ハ

字
也

リ
。
共

ニ
」（
６
ウ
）

　
　
　

理
也
。
彼
行
者

ハ
智
也
。
本
来
理
智
不

　
　
　

二
ナ
リ

、
焼

ハ
天
神
也
。
埋

ハ
地
神
也
。
垂
迹

ハ

　
　
　

字
也
。
依
一
体
自
受
法
楽
也
。
哀

　
　
　

哉
、
是

ヲ
不
レ シ

テ
知
二
自
心

ヲ一
構

テレ
他
受
レ
苦

ヲ
。
是
悟

　
　
　

者
頓

ニ
上
菩
提
心

ノ
台

ニ
住
云
々
、
可
秘

　
　
　

（々
（
（

々
可
慎
也
。　
　
　

切
紙

　
　
　

―
（
9�
）『
以
上
三
枚
継
紙
／
諏
方
参
詣
七
種
秘
潅
頂
／
或
葬
送
灌
頂
ノ
／
全

文
ナ
リ
』
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Ｃ
　
　
　

和（
（1
（

光
法
楽
観
念
」（
７
オ
）

　
　
　

和
光
同
塵

ハ
八
相
成
道
為
レ メ

ニ
照
二 サ

ン
カ

暗ア
ン

　
　
　

迷メ
イ

一、
衆
生

ニ
応
レ
同
給
曰
、
一
切
垢ク

穢ヱ

　
　
　

不
浄

ヲ

簡ヱ
ラ
ヒ

給
也
。
雖
レ ト

モ
然

リ
ト

此
ノ

法
甚シ

ン

奥ア
ウ
ヲ

　
　
　

知
テ
ハ

何
ソ

不
浄

ヲ
為
穢ケ

カ
レ
ト

、
我
乃
至イ

マ
シ

女
犯ヲ

カ
シ

当ソ
ノ

時カ
ミ
ニ

　
　
　

詣

カ
ラ

ニ
不ス
レ

苦ク
ル
シ

。
其

ノ
故

ハ
於
二
権
現
一、
必

ス
三
熱

ノ

　
　
　

苦
ニ

座
、
彼

ヲ苦
ラ
ム
ン

ト
唱

ヘ
テ

、
彼
智
火

ヲ
以

テ
」（
７
ウ
）

　
　
　

焼ヤ
ク
ト

観
念

セ
ヨ

。
次

ハ
ン

ニ

字
ノ

智
水

ヲ
唱

ヘ
テ

彼
ノ

　
　
　

垢
穢
不
浄

ヲ

欲ヲ
モ
ヘ

洗
ア
ラ
ウ
ト

。
三
重

ニ

字
ヲ

　
　
　

唱
テ

一
切
不
浄
者

ハ
一
浴

ス
ヽ
ク
ヨ
リ

清
浄

ニ
シ
テ

、
欲
二 ヘ
分

　
　
　

段タ
ン
ノ

塵チ
リ
ヲ

払ハ
ラ

一 ト
万
観
念

ス
。
次
、
五
大
六
大

　
　
　

有ア
リ

様サ
マ
ヲ

現
二 ス

ト
五
智
種
子
一 ニ
可

シ
思
。

。

　
　
　

問
テ

曰
ク

、
何

ト
云
義

ナ
リ

耶
。」（
８
オ
）

　
　
　

答
、
此

ハ
我
等

カ
身
中

ニ
八
葉ノ

肉ニ
ク

段タ
ン

御

　
　
　

座
ス

。
性
徳

ノ
応
身
、
八
相
成
道
、
八
相

　
　
　

尊
ト

顕
ア
ラ
ハ
レ

、
彼
徳

ノ
二
仏
契カ

イ

当
シ
テ

、
一
切
衆

　
　
　

生
不
成
仏

ノ
由

ヲ
撰セ

ン

顕ケ
ン
シ
テ

、
或

ハ
所ソ

意イ
ニ

所

　
　
　

顕ケ
ン
シ

、
或

ハ
道
路

ニ
神

ト
云

フ
。
一
切
衆
生
縁

ヲ
結

ヒ

　
　
　

給
フ

。
一
段
縁
起

シ
テ

令
レ
成
道
一
義

ヲ
礼
也
。」（
８
ウ
）

　
　
　

此
両
部
大
日
、
行
者

ノ
心
中
入

ニ
本
有

　
　
　

―

　
　
　

常
住

ヲ
可
二 ヘ

キ
加
持
一
儀
也
。
故

ニ
道
路
神

ハ

　
　
　

一
切
也
。
道
辻

ニ
立
給

ハ
、
彼

ノ
風

ニ
当

テ
草

　
　
　

木
一
切
男
女
見

ヘ
テ

誹
々
者
、
縁

ヲ
結

ヲ

　
　
　

皆
成
仏
一 ヲ
道
旨
為
レ ニ

断
タ
ン
セ
ン
カ

如
レ
此
成

リ
給

　
　
　

也
。
如イ

カ
ン何

、
宝
前

ニ
モ

男
女
壊

ヲ
為
二 ス

ト
モ

深
旨
一、」（
９
オ
）

　
　
　

知
二 ヲ
和
光
同
塵
利
生
一 ヲ
当
時

ヲ
蒙
也
。

　
　
　

此
旨
不
信

ノ
人

ハ
全

ク
不
レ
可
レ
伝
。
穴
賢
云　

　

々
。

　
　
　

右
、
任
二 セ

テ
此
書

ニ一
不
レ
可
レ
堕
二
悪
見

ニ一
。
存
二 シ

テ
法

　
　
　

意
ヲ一

能
ク々

可
二
秘
見
一。
右
、
此

ノ
大
事
不

　
　
　
レ
可
二
他
見
一。
若

シ
他
見
者

ハ

忽タ
チ
マ

蒙
チ
ニ

二 ラ
ン

当
社

ノ

　
　
　

罸
ヲ一

。
永

ク
悪
道

ニ
堕

テ
不
レ
可
レ
有
二
出
離リ

ノ

期
一。」（
９
ウ
）

　
　
　

最サ
イ
コ
ク極

大
事
也
。
若

シ
他
見
者
永

ク

（
10�

）『
以
下
別
紙
別
筆
』
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可
レ
堕
二
無
間

ニ一
也
。
云　

　

々
。

　
　

―（
（1
（

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｄ

 〔
（
（1
（

『「
』〕
癡　
　

　
　

定　
　

恵　
『
」』（

（1
（ 

　
　
　

沐
〔
モ
ク
　
ヨ
ク
　
ノ
　
ケ
〕

浴
偈
、
秘
経
文

　
　
　

沐
〔
モ
ク
　
ヨ
　
シ
ン
　
タ
イ
〕

浴
身
躰 
内

〔
ナ
イ

外ケ

清シ
ヤ
ウ

浄シ
ヤ
ウ
〕」（

１
０
オ
）

　
　
　

六
根

〔
コ
ン

罪サ
イ

障
シ
ヤ
ウ
〕

即
〔
ソ
ク
　
シ
　
セ
ウ
　
メ
ツ
〕

時
消
滅

　
　
　
　

理
趣
分
之
肝
文
大
事

　
　
　

現
〔
ケ
ン
　
セ
　
ヲ
ン
　
テ
キ
〕

世
怨
敵　

皆
〔
カ
イ
　
キ
　
シ
　
シ
ン
〕

起
慈
心

　
　
　

印
観
念

　
　
　

大
剣

〔
ケ
ン
　
イ
ン
〕

印　
〔〔

ハ
ン
〕〕

　
　
　

金
〔
コ
ン
　
カ
ウ
　
カ
ツ
　
シ
ヤ
ウ
〕

剛
合
掌　
〔

〔
ウ
ン
〕

〕

　
　
　

無
〔
ム
　
シ
ョ
　
フ
　
シ
〕

所
不
止
〔〔

タ
ラ
ク
〕〕」（

１
０
ウ
）

　
　
　

応〔
ヘ
シ
〕

〔
レ
〕 

無
〔
ナ
カ
ル
〕〔

レ
〕
所〔-

〕住　

而
〔
シ
カ
モ
〕

生
〔
ス
〕

〔
レ
〕

其
〔
ソ
ノ
シ
ン
ヲ
〕

心

　
　
　
〔
イ
ク
サ
ハ
ノ
月
ハ
ヨ
ナ
〳
〵
カ
ヨ
エ
ト
モ
ヒ
カ

　
　
　

リ
モ
ヌ
レ
ス
水
ニ
ア
ト
ナ
シ
〕

　
　
　

若モ
シ

以モ
ム
テ

色イ
ロ
ヲ

見ミ

我ワ
レ
ヲ　

以モ
ム
テ

音コ
エ

声〳
〵
ヲ

求モ
ト
ム

我ワ
レ
ヲ

　
　
　

是コ
ノ

人
行ム

ク

邪シ
ヤ

道タ
ウ
ヲ

、
不ス

能ア
タ
ワ

見
ミ
ル
コ
ト
ヲ

如
来

ヲ
。

　
　
　
　

八
幡
之
御
哥

　
　
　
〔
イ
マ
ヨ
リ
ハ
テ
ル
日
テ
ル
月
ウ
ミ
ヤ
マ

　
　
　

ノ
ナ
カ
レ
コ
ヽ
ロ
ノ
マ
ヽ
ニ
コ
ソ
ア
レ
〕

　

―（（1
（

―
―
―
―
―　
　
　
　
　
　
　

」（
１
１
オ
）　

Ｅ
１

　
　
〔
○
〕
神
道

　
　
　

一
、
諏
方
流
、
七
百
二
十
通
切
紙

　
　
　

一
、
伊
勢
流

　
　
　

一
、
筑
波
流

　
　
　

一
、
関
白
流

　
　
　

一
、
大
師
御
流　

三
輪
流
有

　
　
　
　

已
上

（
11�

）『
以
上
一
筆
、
和
光
法
楽
観
念
ノ
全
文
ナ
リ
』

（
12�

）『
以
下
別
紙
別
筆
／
天
地
ニ
墨
界
／
線
ヲ
ヒ
ク
内
部
ノ
総
ノ
筋
目
／

界
線
ア
リ
』

（
13�

）『
コ
ノ
一
行
別
筆
ト
見
ユ
』

（
14�

）『
以
下
別
紙
別
筆
／
縦
ノ
筋
界
線
ア
リ
』
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〔
○
〕
真
言
」（
１
１
ウ
）

　
　
　

南
天　

六
流

　
　
　

小
野　

両
流　

東
寺

　
　
　

広
沢　

七
流

　
　
　

北
天

　
　
　

山
門　

已
上
四
流
〔
分

シ
テ

十
二
流

ス
〕

　
　
　

一
切

ノ
有
為

ノ

法ホ
ウ
ワ

、
如コ

ト
ク

夢
ユ
メ
ノ
コ
ト
ク

幻
ア
ワ
ミ
ツ
カ
ケ
ノ
コ
ト
ク

泡
影
、

　
　
　

如コ
ト
ク

露ツ
ユ
ノ

亦マ
タ

如コ
ト
ク

電
ラ
イ
コ
ト
ク

、
応ヘ

シ

作ナ
ス

如カ
ク
ノ
コ
ト
ク是

観
ミ
ル
コ
ト
ヲ

。（
（1
（

　
　
〔
○
〕
行
水
文
」（
１
２
オ
）

　
　
〔
○
〕
女
人
仏
法
蔵
諸
仏
出
入
処

　
　
　
　

女
人
非
謗
罪
不
得
成
仏
道

三反

　
　
〔
○
〕
ミ
ア
イ
ス
ル
神
モ
昔
ハ
一
ニ
テ

　
　
　
　

カ
シ
マ
立
チ
ス
ル
ム
カ
シ
ワ
ス
ル
ナ

三反

　
　
〔
○
〕
チ
ワ
ヤ
フ
ル
神
ノ
イ
カ
キ
モ
コ
エ

　
　
　
　

ヌ
ヘ
シ
大
宮
人
ノ
ミ
マ
ク
ホ
シ
サ
ニ

三反

　
　
〔
○
〕
春
日
野
ヲ
ケ
ウ
ナ
ヽ
ヤ
キ
ソ
若

　
　
　
　

草
ノ
ツ
マ
モ
コ
モ
レ
リ
我
モ
コ
モ
レ
リ

三反

」（
１
２
ウ
）

　
　
〔
○
〕
君
ヤ
コ
シ
我
ヤ
ユ
キ
ケ
ン
ヲ
モ
ホ
エ
ス

　
　
　
　

夢
ウ
ツ
ヽ
ト
ハ
ヨ
人
サ
タ
メ
ヨ

三反

　
　
〔
○
〕
一
切
業
障
海
皆
住
妄
想
生
。
若

　
　
　
　

欲
懺
悔
者
、
端タ

ン

坐
思

フ二
実
相
一

三反

。

　
　
〔
○
〕
露
霜
ト
結
ヘ
ル
咎
ノ
ク
ヤ
シ
サ
ヲ

　
　
　
　

思
ヒ

ト
ク
コ
ソ
朝
日
ナ
リ
ケ
リ

三反

　
　
〔
○
〕
当
願
衆
生　

沐
浴
身
体

　
　
　
　

五
体
安
穏　

六
根
清
浄

　
　
　
　

悪
業
煩
悩　

見
念
無
量
」（
１
３
オ
）

　
　
　
　

悪
業
煩
悩　

見
念
無
量

　
　
　
　

沐
浴
身
体　

当
願
衆
生

　
　
　
　

心
身
無
垢　

内
外
清
浄

　
　
〔
○
〕
流

レ
行

ク
シ
ヤ
ウ

シ
ノ
水

ヲ
ム
ス
ヒ
ア

　
　
　
　

ケ
左
ノ
肩

ニ
ア
ヒ
ラ
ウ
ン
ケ
ン

　
　
〔
○
〕
ハ
サ
ラ
タ
ト
ハ
ン
字
ノ
水
ヲ
ム
ス
ヒ
ア
ケ

　
　
　
　

我
カ
身
ニ
ク
ミ
テ
ア
ヒ
ラ
ウ
ン
ケ
ン

　
　
〔
○
〕
行

シ二
護
身
法

ヲ一
、
行

シ二
神
道

ノ
呪
印

ヲ一
、

三
反

。

（
15�

）『
コ
ノ
二
行
追
筆
ト
見
ユ
、／
後
ニ
余
白
ニ
記
入
セ
ル
モ
ノ
乎
』
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エ
ホ
シ
ヲ
着

ル
、
立

テ
烏
帽
子

ハ
金
剛
界
」（
１
３
ウ
）

　
　
　
　

大
日
、
ヲ
リ
烏
帽
子

ハ
胎
蔵
界
大
日

　
　
　
　

ナ
ル
カ
故

ニ
、
可

シ二
尊
敬

ス一
上
衣

ヲ
着

テ
。

　
　
〔
○
〕
普
天
率
土
之
大
小

ノ
諸
神〔.

〕、
殊

ニ

　
　
　
　

諏
方
両
社
十
三
所〔.

〕、
上
中
下
二
十

　
　
　
　

御
左
口
神
之
王
子
部
類
眷
属〔.

〕、

　
　
　
　

九
万
八
千〔

（
マ
マ
）

.

〕五
百
七
十
二
神〔.

〕軍
神
、

　
　
　
　

摩
利
支
天〔.

〕、
愛
染〔.

〕、
来
臨
影
向
、
我

　
　
　
　

身
内
護
持〔.

〕垂
ヱ
ト

礼
シ二

四
方

ヲ一
、
諸
神

　
　
　
　

勧
請
之
呪
印
、
内
縛

シ
テ

右
ノ

頭
指

ヲ
」（
１
４
オ
）

　
　
　
　

立
テ

去コ

来
セ
ヨ

。

　
　
〔
○
〕
ヲ
ン
ア
リ
ナ（

（1
（

ウ
ミ
リ
タ
セ
ン
キ
リ

　
　
　
　

ハ
ラ
タ
ウ
ン
タ
ラ
タ
ソ
ハ
カ
〔
三
反
〕

　
　
〔
○
〕
御
玉
会
護
符

ヲ
モ

書
キ

認シ
タ
ヽ
メ
ヨ

。
如

　
　
　
　

此
ク

行
シ
テ

極
位
之
呪
印

ヲ
行

シ
テ

、
我
身

Ｅ
２

　
　
　
　

即（
（1
（

チ
神
体

（
（1
（

観
シ
テ

、
随

テ二
其

ノ
祈
祷

ニ一
可
レ
入

レ二

　
　
　
　

祈
念

ヲ一
、

　
　
〔
○
〕
御
即
位
法
位〔.

〕三
天
合
行

ノ
法

ナ
リ

也
。
福
祈
」（
１
４
ウ
）

　
　
　
　

叶
也
。〔.

〕大
黒〔.

〕天
、
弁〔.

〕才
天
、
枳
枳
尼
天〔.

〕

　
　
〔
○
〕
二
手
合
掌

シ
テ

招マ
ネ
ク

二
十
方
世
界
福
智
寿

　
　
　
　

官
位
所
望

ヲ一
。

　
　
〔
○
〕

 
    

  
 

 

　
　
　
　

 
 

　
　
〔
○
〕
梵
篋
印
、
同
明

三
反

。
右

上
左
下
。」（
１
５
オ
）

　
　
〔
○
〕

   
  

 
  

　
　
〔
○
〕

 
 

  

　
　
　
〔
○
〕
智
剣

（
拳
ヵ
）印　

左
上
右
頭
指
。

　
　
〔
○
〕

 

（
16�

）『「
ナ
」
ウ
ス
レ
／
上
ヨ
リ
ナ
ト
訂
正
』

ヲ
ム 

キ
リ
ク〔.

〕キ
ヤ
ク〔.

〕 

タ     

キ     

ニ  〔.

〕テ
イ
ヱ
イ

ウ
ム  

シ
ツ〔.

〕 

チ    

カ
ン  

マ
ン〔.

〕ソ
ハ 

カ

ヲ
ム 

ア  

ハ
ン 

ウ
ン〔.

〕キ
リ
ク
キ
ヤ
ク 

ウ
ム〔.

〕ソ
ハ  

カ

ヲ
ム  

コ  
 

タ    

キ    

ニ〔.

〕ア  

ハ
ン
ウ
ム〔.

〕ソ
ハ 

カ

ヲ
ム   

ソ
ハ    

 

カ〔.

〕マ   

タ    

ヤ〔.

〕コ   

コ

（
17�
）『
以
下
別
紙
別
筆
、
之
ヨ
リ
紙
ウ
ス
ク
ナ
ル
／
天
地
ニ
ハ
筋
目
ノ
代
／ 

ニ
筋
界
線
ヲ
ヒ
ク
』

（
18�

）『
ナ
リ
ト
ノ
意
カ
』



125 宮地直一旧蔵『諏訪神道書（諏訪大明神深秘御本事大事）』写の自筆注記について　解題と翻刻

ヘ
イ〔.

〕ア 
  

ハ
ン  

ウ
ム〔.

〕ヲ
ム 

ウ
ン〔.

〕ヲ
（
ソ
）ハ

カ

　
　
　
　

 
  

   
　
　
　
　

右（
（1
（

三
天
合
行
大
事
、
授
与
満
実
畢
。」（
１
５
ウ
）

Ｆ
　
　
〔

（
（2
（

○
〕
爾
時
説
陀
羅
尼〔.

〕曰
、
真
言〔.

〕一
切
諸
仏

　
　
　
　

為
〔
二
〕
父
母

〔
ニ
〕

〔
一
〕、
一
切
衆
生
為
〔
二
〕
成
仏
直
道
〔
一
〕。

　
　
　
　

一
切
権
現
垂
迹〔.

〕為
〔
二
〕
納
受
〔
一
〕
法
。
一
切
草

　
　
　
　

木
樹
林
皆
悉〔.

〕為
〔
二
〕
成
仏
〔
一
〕
事
、
依
〔
二
〕
此
法
〔
一
〕。

　
　
　
　

触
身
、
見
眼
者
、
皆
権
現
、
能
徳
令
〔
二
〕
蒙

　
　
　
　

利
生

〔
ヲ
〕

〔
一
〕
所
以
者
何〔.

〕一
切
権
現
能
垂

　
　
　
　

迹
依
〔
二
〕
此
法
〔
一
〕、抜

〔
ク
〕

〔
二
〕
三
熱
塵
垢
〔
一
〕。
帰
〔
二
〕
寂
光

〔
ニ
〕

〔
一
〕

　
　
　
　

給
故
、
爾
時
世
尊
欲
重
宣
此
義
而
説
〔
二
〕

　
　
　
　

偈
言

〔
ヲ
〕

〔
一
〕。」（
１
６
オ
）

　
　
〔
○
〕
授
職
灌
頂
儀
式

　
　
〔
○
〕
曩

〔
ナ
ウ
〕謨〔
ホ
〕阿

羅
怛〔

タ
〕那〔
ナ
〕多

羅
耶
夜〔.

〕

　
　
　
　

発
〔
ハ
ツ
〕哩〔
リ
〕駄〔
タ
〕野〔.

〕薩〔.

〕哩〔
リ
〕々
〔々.

〕薩
羅
々

〔々.

〕

　
　
　
　

〔.

〕見
羅
々

〔々.

〕唵
修

〔
シ
ュ
〕哩〔
リ
〕〔.

〕々

〔々.

〕摩

　
　
　
　

訶
修

〔
カ
〕

哩〔.

〕

〔.

〕句〔
ク
〕

　
　
　
　

〔.

〕

〔.

〕薩

〔
タ
〕

多

〔
カ
〕〔
ウ
ン
〕

婆
諦

〔
テ
イ
〕

 

哠
〔
カ
ツ
〕

　
　
　
　

〔.

〕」（
１
６
ウ
）

　
　
〔
○
〕�

一
切
権
現
依
〔
二
〕
此
法

〔
ニ
〕

〔
一
〕
故
、
畢

〔
ヒ
ツ

竟キ
ヤ
ウ

空ク
ウ

寂
シ
ヤ
ク
〕〔

一
〕
還
帰
〔
二
〕

＝
寂

　
　
　
　

光〔
一
〕。
若
有
衆
生
雖〔
二
〕不
信
者〔
一
〕、触〔
二
〕耳
此
法〔
一
〕、

　
　
　
　

�

決
定
成
仏〔.

〕。当
堕
〔
二
〕
地
獄〔
一
〕

〔.

〕      

受
〔
二
〕
諸
苦
〔
一
〕

悩〔.

〕     

。依
〔
二
〕

　
　
　
　

此
法

〔
ニ
〕

〔
一
〕
須
曵
散〔

サ
シ
ツ
〕失

一
切
煩
悩
重
葉

〔
マ
ツ
〕

障
〔
シ
ウ
〕海

、

　
　
　
　

誦
〔
二
〕
此
法
〔
一
〕
者
秘

（
決
ヵ
）定

往
生
。

　
　
〔
○
〕
智
拳
印

　
　
〔
○
〕�

〔.

〕縛〔
ハ
〕日〔
サ
〕羅〔
ラ
〕〔.

〕三
曳

〔
ニ
イ
〕〔.

〕々
〔々.

〕記
齢

〔
レ
イ
〕〔.

〕

着
〔
シ
ヤ
〕札〔.

〕

　
　
　
　

右
帝
王
御
即
位
之〔.

〕時
、
諸
国
之
一
宮
」（
１
７
オ
）

　
　
　
　

被
〔
レ
〕
行
時

モ
、
於
〔
二
〕
当
社
〔
一
〕
者
神
長
奉
〔
二
〕
此
法

　
　
　
　

行
〔
一
〕。
大
祝
殿
御
即
位
之
時

モ
奉
〔
二
〕
授
神
長
此

　
　
　
　

�
法
〔
一
〕
也
。穴
堅〔.

〕々
〔々.

〕、
可
〔
二
〕
秘
〔
一
〕
々
々
。余
社
仁

ニ
ハ

　
　
　
　

不
可
〔
二
〕
授
悉

ハ〔
一
〕。
其
依
〔
二
〕
心
本
〔
一
〕
可
授
也
。

（
19�

）『
神
道
以
下
此
ニ
至
ル
マ
デ
ニ
テ
／
一
句
切
リ
ト
ナ
ル
、／
併
シ
一

筆
／
ニ
ア
ラ
ズ
、
記
事
モ
／
一
貫
セ
ズ
』

（
20�

）『
以
下
別
紙
別
筆
』
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―（
（2
（

―
Ｇ

　
〔
○
〕（

（2
（

極
位
大
法（

（2
（

 

　
〔
○
〕
職
位
法
門
、
口
伝
、
合
掌
印

毎
日
向
朝
日
廿
一

返
可
誦

　
　
　

普
門
品
云
、〔
○
〕
慈
眼
視
衆
生
、
福
聚
海

　
　
　

�

無
量〔.

〕、
於
〔
二
〕
法
華
経
中
〔
一
〕
在
〔
二
〕

職
〔
シ
キ

位イ
〕

法

コ
ヽ
ロ

〔
一
〕

言ニ
ユ
ウ
ハ

、

�

」（
１
７
ウ
）

　
　
　

只
此
廿
六
行
偈〔

ケ
〕、

於
〔
二
〕

其
中
〔
一
〕
殊
更
以
〔
二
〕
此

〔
ノ
〕

　
　
　

十
字

〔
ヲ
〕

〔
一
〕
為
〔
二
〕
肝
心
〔
一
〕

示
〔
シ
メ
ス
〕也

。
或
云
、
釈
迦
牟
尼

（
（2
（

　
　
　

如
来
、
周

〔
シ
ウ
ノ

帝テ
イ
〕以

〔
二
〕

漢
〔
カ
ン
〕

語
〔
コ
ヲ
〕〔

一
〕
此
十
字
示
給
。

　
　
　

三
国
相
伝
秘
法
、唯

〔
タ
ヽ
〕在

〔
二
〕
之
〔
一
〕。
仍
不
〔
三
〕
可
〔
二
〕

授
〔
サ
ツ
ク
〕〔

一
〕

　
　
　

非〔
ヒ
〕

機
〔
キ
ニ
〕。

不
〔
三
〕
可
〔
二
〕
外
〔
一
〕
之

〔
ヲ
〕。

　
〔
○
〕
国
土
安
穏
鎮

〔
チ
ン

護コ
ノ

術シ
ツ
〕

　
　
　

�　

�『「
』
大
祝
殿
位
付
給

フ
時
、奉
〔
二
〕
授
神
長
〔
一
〕
秘
法
是
也
。

＝
此
外
、
―
―（

（2
（

 

　
　
　

��

殊
秘
蜜
有
四
偈
。
余
社
人

ニ
ハ

悉
不
可
授
之
。『〔
」〕
』（

（2
（

 

　
〔
○
〕（

（2
（

諸
祈
祷
、
出
仕
社
下
向
畢
。
送
諸
神

　
　
　

�

タ
テ
マ
ツ
ル
作
法
。
右
手

ヲ

握
ニ
キ
ツ
テ

頭
指

ト

　
　
　

�

大
母
指

シ
テ

爪
ヲ

ワ
ツ
テ
、
頭

ト
同
ト
ヲ
リ
ニ
サ
ヽ

　
　
　

�

ケ
テ
左
手

ヲ
三
度
低タ

レ
テ

、〔
○
〕
唵
ト
タ
ン
バ
ハ
ク

　
　
　

�

ウ
ン
カ
ヽ
ソ
ハ
カ

三
反
唱
テ

拍
掌

三
度
後
ヲ
ツ

ヨ
ク
極
秘
蜜

。

　
〔
○
〕
一
、

弊

（
幣
カ
、以
下
同
じ
）大

事
」（
１
８
ウ
）

　
　
　

�

祈
祷
紙
一
帖

〔
テ
ウ
〕、

先
三
紙
取

テ
可
置

〔
ヲ
ク
〕。

　
　
　

�

是
飢〔

ケ
カ
ツ
〕渇

神
祭
也
。
弊
ノ
端

〔
ハ
シ
ヲ
〕切
ハ

（
25�
）『
ツ
ギ
メ
』

（
26�
）『
コ
ノ
二
行
別
筆
カ
』

（
27�

）『
之
ヨ
リ
又
々
筆
カ
ハ
ル
カ
』

〔
乁
〕

（
21�

）『
以
上
「
爾
時
」
以
下
一
マ
ト
マ
リ
ノ
モ
ノ
一
筆
、
一
紙
』

（
22�

）『
以
下
別
紙
別
筆
／
筋
界
線
／
ア
リ
』

（
23�

）『
コ
ノ
一
行
別
筆
ノ
如
シ
』

（
24�

）『
マ
マ
』（
界
線
の
乱
れ
…
翻
刻
者
）

�

衡
山               　

　
　
　

一
心
釈
迦
牟
尼
如
来　

霊
山
浄
土

寂
〔
シ
ャ
ン
〕光

海
会　
　

南
岳

〔
カ
ク
〕

 

辰
〔
シ
ン
〕

 

旦
〔
タ
ン
〕

聖
徳
太
子　

　
　
　

三
国
相
伝
職
位
大
法
也
。　
　

観
音　

　
霊
山

浄
土

�

」（
１
８
オ
）
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�

此
意
也
。

　

一
、
御
弊
之
中
ハ
須
弥
山
也
。
四
垂

〔
タ
レ
ル
〕ハ

　
　
　

�
四
海
也
。
又
四
州
也
、

ト
習

云
々
。

　

一
、
麻

〔
ヌ
サ
〕ト

云
事

ト
ハ

ヌ
サ
ト
ハ
弊
之
異〔

イ
〕名

　
　
　

�

ナ
リ

。
麻
串

ハ
剣
也
。
一
尺
二
寸
不
動

　
　
　

�

也
。
両
方

ヘ
引
分
時

ハ 

胎
金
両
部
」（
１
９
オ
）

　
　
　

�

也
。
初
七

ハ
表
天
神
七
代
。
中
五

ハ

　
　
　

地
神
五
代

ヲ
形
取

ル
。
下
三

ハ 
法

　
　
　

�

報
応
之
三
身
、
又
身
口
意
、
三

　
　
　

�

業
、
三
密
、
三
諦

〔
タ
イ
〕、

三
観
、
戒
定

　
　
　

�

恵
也
。
天
地
人
ノ
三
也
。
祓
巻

　
　
　

�

姿
ハ 

倶
梨
伽

羅
カ藍

〔
ラ
〕明

王
之
直

〔
チ
キ
〕〔
ノ
〕

体

　
　
　

�

ナ
リ
、
万
民
戸
口
ノ
右
ノ
脇

〔
ハ
キ
〕ニ

立
ル
ハ

、

　
　
　

両
部
不
二
不
動ト

ウ

明
王
悪
魔
」（
１
９
ウ
）

　
　
　

�

降
伏
之
御
体
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

神
長
満
実サ

ネ

相
伝
。

　
　
　

（
（2
（

 

　
　
　

右（
（2
（

 

　
　
　
　

　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｈ
１

　

�〔
（
（3
（

○
〕
向

〔
テ
〕

〔
二
〕
鳥
居

〔
ニ
〕

〔
一
〕
印
名
如

〔
シ
〕

〔
レ
〕
常

〔
ノ
〕、

参
〔
マ
ウ
ツ
ル
〕七

度
〔
ト
〕

〔
一
〕
次
第
。

　
　
　

�

逆
ニ

廻
ル
、

　
　
　

�

初
度　
〔
○
〕
眼

〔
閼
伽
〕、

行
〔
ス
〕

〔
二
〕
弥
勒
之
呪
印

〔
ヲ
〕

〔
一
〕。

　
　
　

�

二
度　
〔
○
〕

耳
〔
ツ
カ
ウ
〕、

行
〔
ス
〕

〔
二
〕
普
賢
之
呪
印

〔
ヲ
〕

〔
一
〕。

　
　
　

�

三
度　
〔
○
〕

鼻
〔
セ
ウ
カ
ウ
〕、行〔
ス
〕

〔
二
〕
文
殊
之
呪
印〔

ヲ
〕

〔
一
〕。」（
２
０
オ
）

　
　
　

�

四
度　
〔
○
〕

舌
〔
ケ
マ
ン
〕、

行
〔
ス
〕

〔
二
〕
観
音
之
呪
印

〔
ヲ
〕

〔
一
〕。

　
　
　

�

五
度　
〔
○
〕
身

〔
飲
食
〕、

行
〔
ス
〕

〔
二
〕
釈
迦
之
呪
印

〔
ヲ
〕

〔
一
〕。

　
　
　

�

六
度　
〔
○
〕
意

〔
灯
明
〕、

行
〔
ス
〕

〔
二
〕
阿
弥
陀
之
呪
印

〔
ヲ
〕

〔
一
〕。

　
　
　

�

彼
之
六
根

〔
ノ
〕

罪
〔
ツ
ミ

咎ト
カ
〕、

三
世
之
六
道

ヲ

　
　
　

�

修
行

シ
テ

、
行

〔
シ
テ
〕

〔
二
〕   

手
水

〔
ヲ
〕

〔
一
〕、
我〔-

〕身
即

〔
チ
〕

空〔-

〕

　
　
　

�

裏〔
リ
〕大

日
ナ
リ
ト
観
念

シ
テ

、
沐

〔
モ
ク
ヨ
ク
〕

浴
ノ
偈〔

ケ
〕

　
　
　

�
同
。〔
○
〕
ハ
サ
ラ
タ
ト
ハ
ン
字
ノ
水
ノ
流

〔
ナ
カ
レ
〕ヲ

ハ
、

（
28�

）『
以
上
二
枚
極
位
大
法
以
／
下
一
マ
ト
マ
リ
ノ
モ
ノ
』

（
29�

）『
以
下
別
筆
』

（
30�

）『
以
下
別
紙
別
筆
／
縦
ノ
筋
界
線
ア
リ
』

カ
コ
ウ

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕
〔
乁
〕

〔
乁
〕〔乁
〕〔乁
〕

〔
乁
〕

〔
乁
〕
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�

」（
２
０
ウ
）

　
　
　

�

我
身
ニ
汲

〔
ク
ミ
〕テ 

 
 

 
 

  
 

  
 

〔.

〕。
上
壇

〔
タ
ン
〕エ

―（
（3
（

―
　
　
　

�
登

〔
ノ
ホ
〕ル

。
向
〔
二
〕
伽〔

キ
ヤ
ラ
〕藍
ニ〔

一
〕
呪
印
、〔.

〕天
地
人

〔
ト
〕

三
〔
ツ
〕

打
〔
テ
〕、

　
　
　

�
向

〔
テ
〕

〔
二
〕
正
面

〔
ニ
〕

〔
一
〕、護
身
法
。
行

〔
シ
テ
〕

〔
レ
〕  

神
道

〔
ヲ
〕

〔
一
〕、同

〔
ク
〕

和
歌〔

カ
〕。

　
　
　

�

何
レ
モ

三
反
充

〔
ツ
ヽ
〕〔.

〕、
数〔

シ
ュ
ス
〕珠
ヲ

モ
ム
内

ニ
所
望

　
　
　

�

ヲ
観

ス
。
三
礼

ス〔.

〕。
神
前
護〔

コ
マ
〕摩

道

　
　
　

�

場
〔
シ
ヤ
ウ
〕ナ

レ
ハ
、
心
玉
垣
之
赤
色
ナ
ル
事〔.

〕、
八

　
　
　

�

葉
之
蓮
花

ヲ
表

ス〔.

〕。
荒
垣
我
等
カ

　
　
　

�

表
〔
ス
〕

〔
レ
〕

折
〔
ヲ
リ
〕骨
〔
ヲ
〕〔.

〕。
四〔

シ
エ
〕重

曼〔
マ
ン
タ
ラ
〕

陀
羅〔.

〕社
頭

ニ
」（
２
１
オ
）

　
　
　

�

見
エ
タ
リ
。

　
　
　

�

神
楽
之
大
事　

先
護
身
法

如
常

。

　
　
　

�

次
ニ

向
社
反

（
頭
カ
）テ

。
外
吾
古
印

ニ
テ

　
　
　

�

　

　
　
　

�

次
内
吾
古
印

ニ
テ

字ヂ

法

ア

身
ノ

神
ノ

子
ニ

、

　
　
　

�　
　
　
　
　

 　

字ヂ

報

キ
ク

身
千
盤

ヲ
着キ

セ

、

　
　
　

�　
　
　
　
　

 　

字ヂ

応

ウ

身
ノ

鈴
ヲ

持
セ

、

　
　
　

�　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

  

大
ノ

三
大
、
少

ノ
三
大
。
ソ
ワ
カ

　
〔
○
〕
一
、
神
祇
之
大
事

　
　
　
　
　

向
鳥
居
」（
２
１
ウ
）

　
　
　
　
　

三
面
宝
珠
印

　
〔
○
〕

字
門
ト
観
ス　

三
返

　
　
　
　

向
鏡

　
　
　
　

五
古
印

　
〔
○
〕

字
観　

三
返

　
　
　
　　

向
正
面

　
　
　
　　

八
葉
印

　
〔
○
〕

字
観　

三
返
。」（
２
２
オ
）

　
〔
○
〕
南
無
本
覚
法
身
本
有
如
来
自
性

　
　
　

心
壇
内
護
摩
道
場　

三
返
。

　
　
　

次
詠
和
歌
云
、

　
〔
○
〕
知〔

チ

和ハ

野ヤ

布フ

留ル

和ハ

何カ

古コ

々ヽ
露ロ

与ヨ

利リ

　
　
　

�

須ス

留ル

和ハ

坐サ

於ヲ

以イ

豆ツ

礼レ

能ノ

可カ

美ミ

賀カ

　
　
　

�

与ヨ

曽ソ

你ニ

美ミ

留ル

辺ヘ

幾キ
〕　

三
返　

　
　
　

�
而
後
三
拝
ス
。

〔
ア
〕〔
ヒ
〕〔
ラ
〕〔
ウ
ン
〕〔
ケ
ン
〕

（
31�

）『
継
目
』

〔

〕

  

ア   

キ
リ
ク    

ウ       

ウ
ン  

キ
リ
ク 

 

ア
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Ｈ
２　

右（
（3
（

、
前
宮
祢
宜
抱
草
木
ト
モ
ニ
拵カ

コ
ウ

。
（
（3
（

」（
２
２
ウ
）

　
　
　

磯
并
八
剣
権
祝
抱
、
右
同
断
。

　
　
　

十
三
社
内
御
殿
神
長
抱
、
右

　
　
　

同
断
。

Ｉ
　
〔

（
（3
（

○
〕　　
　

天
〔
ア
マ

戸ト

祓
ハ
ラ
イ
〕

　
　
　

天
〔
ア
マ

津ツ

神カ
ミ
〕出〔
テ
〕

給
〔
タ
マ
イ
〕テ

一
仏

〔
フ
ツ
〕

成
〔
シ
ヤ
ウ
〕

道
〔
タ
ウ
〕

　
　
　

印
観
念
。　
　
　

　
　

（
（3
（

 

　
〔
○
〕
浄

〔
キ
ヨ
キ

御ヲ
ン

目メ
〕ヲ

見〔
ミ

玉タ
マ
〕ヘ
ハ

観
〔
ク
ハ
ン

見ケ
ン

法ホ
ツ

　
　
　

界カ
イ
〕。　

　
　

印
観
念　

浄
三
業
之
印

」（
２
３
オ
）

　
〔
○
〕
山

〔
ヤ
マ

川カ
ハ

木キ

草ク
サ

皆ミ
ナ

々〳
〵

本モ
ト
〕ノ

神
〔
カ
ミ

形
カ
タ
チ
〕

　
　
　

也ナ
リ
〕。

草
〔
サ
ウ

木モ
ク

国コ
ク

土ト

悉シ
ツ

皆カ
イ

成シ
ヤ
ウ

仏フ
ツ
〕

　
　
　

印
観
念　
　
　
　

字
印
。

　
〔
○
〕
唵
タ
ラ
ク　

神
〔
ノ
〕

内〔-

〕証
〔
ノ
〕

真
言
、

　
　
　

祓
〔
ハ
ラ
イ
〕、是
〔
レ
〕

生
〔
マ
ル
〕〔

二
〕
丸

〔
カ
〕

力
〔
ニ
〕

〔
一
〕　

弘
法
大
師
作
之
玉
。

　
〔
○
〕
再

〔
サ
イ
ハ
イ
〕

拝
々
々
ト
敬

〔
ウ
ヤ
マ
ツ
〕テ

白
ス

。
高

〔
タ
カ

天ア
マ
〕カ

　
　
　

原
〔
ハ
ラ
〕ニ

神
留

〔
ト
ヽ
マ
〕リ

御
〔
マ
シ

座マ
ス
〕、

吾

皇
〔
ス
ヘ
ラ
キ
ノ

御ミ
〕

　
　
　

孫マ
コ
ノ

尊
ミ
コ
ト
ノ

宣ノ
リ
〕命
〔
ヲ
〕

以
〔
テ
〕、

八
〔
ヤ
ヲ
ヨ
ロ
ツ
ノ
〕

百
万
神
達

〔
タ
チ
〕」（

２
３
ウ
）

　
　
　

ヲ
神
集

〔
ア
ツ
メ
〕ニ

ア
ツ
メ
、
神
合

〔
ツ
ト
イ
〕ニ

ツ
ト
イ

　
　
　

�

給
〔
タ
マ
イ
〕テ

、〔
某名

〕
罪

〔
ツ
ミ
〕ト

云〔
フ
〕

罪
〔
ツ
ミ
〕、

咎
〔
ト
カ
ト
〕ト

云〔
フ
〕

咎
〔
ト
カ
ヲ
〕

　
　
　

ヲ
祓

〔
ハ
ラ
イ
〕

退
〔
シ
リ
ソ
ケ
〕テ

、
七〔-

〕難
即〔-

〕滅
、
七〔-

〕福

　
　
　

即〔-

〕生
、
寿〔-

〕福
長〔-

〕生
、
身〔-

〕心
安〔-

〕楽

　
　
　

在
口
伝
身
ノ
望
ヲ
入
ヘ
シ
、

心
中
所〔-

〕願
、

　
　
　

皆〔-

〕令
満〔-

〕足
ト
恐

〔
ヲ
ソ
〕レ

恐
〔
ヲ
ソ
〕レ

申
ス

。

　
　
　

早
〔
サ
ヲ
〕

鹿
〔
シ
カ
〕ノ

角
〔
ツ
ノ
〕

耳
〔
ミ
ヽ
〕ヲ

振
〔
フ
リ
〕

立
〔
タ
テ
〕テ

、

　
　
　

聞
〔
キ
コ
シ
〕

召
〔
メ
セ
〕ト

申
ス

再〔-

〕拝
々
　々

在
口
伝

。」（
２
４
オ
）

　
　
　

当
座

ノ
事
ヲ
入

レ
観
念
ス
ヘ
シ
。

（
32�

）『
以
下
別
紙
別
筆
』

（
33�

）『
片
カ
ナ
三
字
右
方
ノ
紙
ニ
認
メ
ラ
レ
／
タ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
モ
継
紙
ノ

後
ニ
記
サ
レ
／
シ
ヲ
明
カ
ニ
セ
ラ
ル
』

（
34�

）『
以
下
一
行
ゴ
ト
ニ
／
筋
界
線
ヲ
引
ク
／
別
筆
』

（
35�

）『
○
囲
ノ
中
ハ
張
紙
ニ
認
ム
、／「
一
仏
成
道
」
ノ
／
仏
ノ
字
ノ
辺

「
イ
」
カ
ス
カ
ニ
張
紙
ヲ
／
通
シ
テ
見
ユ
』
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〔
○
〕
我〔

カ

従シ
ヤ
ウ

無ム

始シ

来ラ
イ
〕　

流〔
ル

転テ
ン

於ヲ

生シ
ヤ
ウ

死シ
〕

　
　
　

恒
〔
カ
ウ

起キ

諸シ
ヨ

煩ホ
ン

悩ノ
ウ
〕　

今
〔
コ
ン

対タ
イ
〕天〔-

〕照〔-

〕神

　
　
　

尽
〔
シ
ン

心シ
ン

而ニ

懺サ
ン

悔ケ
〕　

如
〔
ニ
ヨ

諸シ
ヨ

神シ
ン

所シ
ヨ

懺サ
ン
〕

―（
（3
（

―
不〔

フ

捨シ
ヤ

本ホ
ン

誓セ
イ

故コ
〕　

願
〔
グ
ハ
ン

垂ス
イ

慈シ

和ワ

光
ク
ハ
ウ
〕

　
　
　

皆
〔
カ
イ

得ト
ク

昇
シ
ヨ
ウ
〕〔

〕
台

〔
タ
イ
〕　

呪

〔
ア
〕

曰
、

　
〔
○
〕  

  
  

  
  

 
  

 

七
反
。

　
　
　

右（
（3
（

則
是
御
玉
会
之
根
本
也
。」（
２
４
ウ
）

―（
（3
（

―
　
　
　

又
玉
串
之
御
祓

ト
モ

号
ス

也
。

　
〔
○
〕
米
銭

〔
ヲ
〕

手
〔
ニ
〕

執
〔
ト
リ
テ
〕三

度
打
散
。

　
　
　

左
手

ニ
持
鏡
、

　
　
　

右
手

ニ
持
御
弊
、

　

一
粒
万
倍
之
祓
。

　
〔
○
〕
ミ
チ
〳
〵
テ
御〔

ミ
〕ソ

ラ
ヨ
リ
降

〔
フ
ル
〕

　
　
　

ト
ミ
ナ
レ
ハ
、

　
〔
○
〕
ワ
カ
シ
テ
命
ア
ラ
タ
ニ
モ
エ
ヒ
ロ
」（
２
５
オ
）

　
　
　

カ
ル
。

　
〔
○
〕
タ
テ
マ
ツ
ル
心
サ
シ
ヲ
ウ
レ
シ
ク

　
　
　

ヲ
ホ
セ
ハ
、

　
〔
○
〕
ミ
チ
ア
リ
タ
マ
エ
イ
ノ
リ
イ
ノ

―（
（3
（

―
ル
コ
ト
ヲ
。　

弊
ト
鏡

ヲ
ヲ
ク

　
〔
○
〕
キ
ワ
メ
テ
キ
タ
ナ
ク
ヘ
タ
マ
リ
ナ

　
　
　

ケ
レ
ハ
、　　

八
葉
印

　
〔
○
〕
ウ
チ
ト
タ
マ
カ
ケ
キ
ヨ
〳
〵
シ
。」（
２
５
ウ
）

　
　
　

白

（
拍
カ
　
以
下
同
じ
）掌

二　

　
　
　
　

八
葉
印

ミ
ナ

　
〔
○
〕
ア
キ
ラ
ケ
キ
人
タ
チ
ヲ
ノ
〳
〵

　
　
　

ヲ
モ
井
玉
ヘ
、　　

白
掌
二

　
〔
○
〕
コ
ノ
ト
キ
キ
ヨ
ク
井
サ
キ
ヨ
キ
コ

　
　
　

ト
ア
リ
、　　

白
掌
二

　
〔
○
〕
モ
ロ
〳
〵
ノ
ノ
リ
ハ
カ
ケ
ト
カ
タ
チ
ト

〔
ヲ
ン 

ハ
ラ 

チ  
ハ
ラ 
ヤ  

ソ 

ハ
カ
〕

（
36�

）『
ツ
ギ
メ
』

（
37�

）『
○
二
行
別
筆
』

（
38�

）『
ツ
ギ
メ
』

（
39�

）『
ツ
ギ
メ
』
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ノ
コ
ト
シ
、　　

白
掌
二
」（
２
６
オ
）

　
〔
○
〕
キ
ヨ
ク
イ
サ
キ
ヨ
キ
モ
ノ
ハ
カ
リ

　
　
　

ソ
メ
ニ
モ
ケ
カ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
。　
　

白
掌
二

　
〔
○
〕
コ
ト
ハ
ヲ
ト
キ
テ
モ
エ
ヘ
カ
ラ
ス
、
ミ
ナ

　
　
　

タ
ネ
ヨ
リ
モ
ナ
ル
コ
ノ
ミ
ノ
タ
マ
エ

　
　
　

ハ
。　

白
掌
二

　
　
　
　
　

白
衆
等
各

〔
ヲ
ノ
〳
〵
〕念
〔
ス
〕

〔
二
〕

　
　
　
　
　

此〔
コ
〕之〔
ノ
〕清〔-

〕浄
〔
ノ
〕

偈
〔
ケ
ヲ
〕〔

一
〕

　
〔
○
〕
諸〔-

〕法
如〔-

〕
影

〔
ヤ
ウ
〕

像
〔
サ
ウ
〕、」（

２
６
ウ
）

　
　
　

清〔-

〕浄
無〔-

〕皆
永

〔
ヤ
ウ
〕　

〔
ト
ツ
〕。

　
　
　

　
〔
○
〕
鳥
居
ハ〔

ア
〕字

文
ナ
リ
、
我〔

ワ
レ
ラ
〕等

　
　
　

カ
生
死
之
出
入
ナ
リ
。

　
　
　

一
、
四
之
御
柱　

四
無
量
観

　
　
　

慈
無
量
観　

悲
無
量
観

　
　
　

喜
無
量
観　

捨
無
量
観

　
〔
○
〕
慈

〔
シ
ト
〕

者
〔
イ
ツ
ハ
〕、

六
道
四
生〔.

〕一
切
有
情

ハ
」（
２
７
オ
）

　
　
　

�

如
来
蔵〔.

〕如
〔
キ
コ
ト
〕

〔
二
〕       

衆
生〔

ヲ
〕

慈
〔
カ
ナ
シ
ム
〕〔

一
〕事〔

ト
〕

父
〔
チ
チ
ノ
〕〔-

〕一〔-

〕字
。

　
〔
○
〕
悲
者

〔
ハ
〕

六
道
四
生〔.

〕一
切
有
情

〔
ハ
〕〔.

〕如
来

―（
（4
（

―
　
　
　

蔵〔.

〕身
口
意
備

〔
ソ
ナ
ハ
ル
〕〔

二
〕
三
密

〔
ニ
〕

〔
一
〕、

悲
カ
ナ
シ〔
ム
ナ
〕〔

二
〕
衆

　
　
　

生
〔
ヲ
〕

〔
一
〕
如

〔
シ
〕

〔
二
〕
母

〔
ノ
〕

一〔-

〕子
〔
ヲ
〕

思
〔
一
〕

〔
ヲ
モ
ウ
カ
〕。

　
〔
○
〕
喜
者

〔
ハ
〕

六
道
四
生〔.

〕、
一
切
有
情

ハ
皆

　
　
　

如
来
蔵

〔.

〕

備
ソ
ナ
ウ〔
ル
〕三

〔
一
〕

種
シ
ュ
ウ〔
二
〕   

、
身
口
意
三

　
　
　

�

密
〔.

〕
無

〔
シ
〕

〔
下
〕

雖
イ
ウ〔
エ
ト
〕〔

レ
〕
非

〔
ス
ト
〕

〔
二
〕  

一
切
諸
法

〔
一
〕

〔
一
〕
事
〔
上
〕
喜

〔
ト
〕」 

（
２
７
ウ
）

　
　
　

云
云
。

　
〔
○
〕
捨
者

〔
ハ
〕

一
切
諸
菩
薩〔.

〕、
成
就

シ
テ

　
　
　

所
作サ

已
弁

〔
ヘ
ン
ス
ル
〕事
〔
ト
〕

也
。

　
　
　

�

如
〔
ク
〕

〔
レ
〕

是
〔
カ
ク
ノ
〕我
〔
レ
〕

成〔-

〕仏
〔
シ
テ
〕

以〔
コ
ノ
カ
タ
〕

〔-

〕来
、
久〔

ク
〕〔-

〕
遠

〔
ヲ
ン
〕

寿
〔
シ
ュ
〕

　
　
　

命
〔
ミ
ヤ
ウ
〕無〔
ム
〕〔-

〕

量
〔
リ
ヤ
ウ
ナ
リ
〕。

阿〔-

〕
僧

〔
ソ
ウ
〕儀〔
キ
〕〔-

〕
劫

〔
カ
ウ
〕常〔-

〕住

　
　
　

不
滅

〔
ナ
リ
〕。

―
（
（4
（4
（4
（

―

 

ス 

ハ   

ス   

ハ

（
40�

）『
ツ
ギ
メ
』

（
41�

）『
以
上
タ
テ
ニ
筋
目
界
線
ア
リ
』

（
42�

）『
ツ
ギ
メ
』
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Ｊ
　
〔

（
（4
（

○
〕
慈
者
将カ

リ

漁
ス
ナ
ト
リ
ニ

覓
モ
ト
ム
ル

贄ニ
エ
ヲ

事
、
父
之
雪
中
」（
２
８
オ
）

　
　
　

�
之
寒

ス
ル
ニ

赤セ
キ
シ子
ヲ

如コ
ト
シ

レ
欲
レ ス

ル
カ

求
メ
ン
ト

。

　
〔
○
〕
悲
者
贄

ヲ
狩カ

リ

出
シ
テ

逃ニ
ク
ル
ヽ
ヲ

欲
レ ス

ル
ハ

留
メ
ン
ト

、
母
之

　
　
　

赤
子
之
臨ノ

ソ
ミ

レ
淵

ニ
走

ヲ
欲
レ ル

カ
留

ン
ト

如
シ

。

　
〔
○
〕
喜
者
贄

ヲ
狩

リ
執ト

ル
ハ

、
父
母
之
幼ヨ

ウ
シ児

ヲ

　
　
　

抱イ
タ
キ

得
テ

喜ヨ
ロ
コ
ヒ

満
足

ス
ル
カ

如
シ

。

　
〔
○
〕
捨
者
彼
之
贄

ヲ
供ク

グ具
ニ

奉
リ

、
又

ハ
人

　
　
　

中
ニ

宿ヤ
ト
シ

一
物

モ
無

ク
シ
テ

免
マ
ヌ
カ
レ

二
輪リ

ン
エ廻

之

　
　
　

業
ヲ一
タ
ル
ヲ

不
生
不
滅

ト
云

々
。」（
２
８
ウ
）

　
〔
○
〕
御
柏

ト

言
モ
ウ
ス
ハ

、
片
柏

ハ
表

ス二
四
無
量

ヲ一
。

　
　
　

諸
柏

ト

言
モ
フ
ス
ハ

表
ス二

八
解ゲ

ダ
ツ脱
ヲ一

。

　
　
　

御ヲ
ン

手テ

弊ク
ラ
ニ

用
〔
ル
〕

〔
二
〕
楊ヤ

ウ

柳リ
ウ

〔
一
〕

コ

〔
ヲ
〕

ト
、
楊ヤ

ウ

柳リ
ウ

観

　
　
　

音
之
衆
生
之
被ラ

レ
三
責セ

メ
二
罪
苦ク

ニ一
、
飢キ

熱ネ
ツ
シ

　
　
　

タ
ル
ニ

、
以

テ二
楊
柳

ヲ一
濺

キ二
甘カ

ン
ロ露
ヲ

、
表

スレ

救
ス
ク
ウ
ヲ

レ
獄コ

ク

　
　
　

苦ク
ヲ一

。
現ケ

ン
セ世
ニ
ハ

草
木

ニ
令
レ シ

テ
得エ

サ
二
雨ウ

ロ露
ヲ一

、
草

　
　
　

木
国
土
悉シ

ツ

皆カ
イ

成
仏
之
理

コ
ト
ワ
リ

也
。

　
　
　

九
束
之
御
手
弊
、
表
九
曜
万
民
。

又
ハ

耕カ
ウ
サ
ク作

　
　
　

之
災

ワ
サ
ハ
イ
ニ

立
テ

替カ
ワ
ル

祭
ノ

儀
也
。

　
〔
○
〕
四
度
之
御
狩

ト
申
事
」（
２
９
オ
）

　
　
　

五
月
会　
　

御
佐
久
田

　
　
　

御
射
山　
　

闕
庵

　
　
　

是
慈
悲
喜
捨
、
内
証
四
無
量
願
也
。

　
〔
○
〕
御
左
口
神
望

（
七
五
三
カ
）串

、

字
祓

〔
ハ
ラ
イ
〕ヲ

巻
テ

、

　
　
　

右
腰コ

シ
ニ

指
タ
ル
ハ
倶〔

ク
リ
カ
ラ
〕

梨
伽
藍
明
王
之

　
　
　

直
〔
チ
キ
〕之

体
ナ
リ
。
両
部
不
二
不
動
明

　
　
　

王
悪
魔
降
伏
之
御
体
也
。」（
２
９
ウ
）

　
〔
○
〕
御
精
進
家
者
胎
蔵
界
形
也
。
御

　
　
　

左
口
神
之
御
長

〔
タ
ケ
〕ハ

七
寸
五
分
仁
モ
、

　
　
　

母
体
内

ニ
有
時

ハ
長
七
寸
五
分
ア
リ
。

　
　
　

御
左
宮
神

〔
ノ
〕

後
〔
ノ
〕

葦
〔
ハ
〕

災
〔
ノ
〕

字
也
。
三
災

　
　
　

ヲ
降
伏

シ
テ

踏
〔
ミ
〕

静
メ

、
豊

〔
ト
ヨ
〕葦ア
シ

原
国
之

　
　
　

或〔
ア
ル
シ
〕主
ト

成
玉

シ
体

ナ
リ

。
天
神
七
代
最

（
43�

）『
以
下
別
紙
別
筆
／
縦
ニ
筋
目
界
／
線
ア
リ
』
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―（
（4
（

―
　
　
　

初
天

〔
ア
メ
ミ
ヲ
ヤ
〕

祖
国
常
立
尊
、
陽
神
陰

　
　
　

神
成
此
国

ヲ
生

〔
ミ
〕

玉
シ
カ
ハ

、
イ
カ
キ
ハ
葦　
　

　
　
　

原
国
之
躰
也
。

―（
（4
（

―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
３
０
オ
）　
　　
　

Ｋ
　

一（
（4
（

、
御
左
口
神

ノ
タ
ケ
七
寸
五
分
。

　

一
、
御
左
口
神
付
申
時

ノ
作
法

　
　
　

四
方

ヲ
礼

シ
テ

、
左
右

ノ
手

ヲ

　
　
　

内
縛

ニ
シ
テ

右
ノ

頭ツ

シ指
ヲ

立タ
テ
ヽ

、

　
　
　

去コ
ラ
イ来
シ
テ

、
南
無
廿

ノ
御
左
口
神
、

　
　
　

来ラ
イ
リ
ン臨

影ヤ
ウ
カ
ウ向
シ
テ

護
持

ヲ
タ
レ

　
　
　

玉
ヘ

。　

三
反
。

　
　
　

ヲ
ン
ア
リ
ナ
ウ
ミ
リ
ダ
セ
ン

　
　
　

キ
リ
ハ
ラ
ダ
ウ
ン
タ
ラ
タ
ソ
ワ
カ

三
反

。」（
３
０
ウ
）

　

一
、
御
左
口
神
上
申
時

ノ
作
法

　
　
　

左
ノ

手
ヲ

外ホ
カ
ヘ

ム
ケ
テ
タ
レ
ク
タ
シ
テ
、

　
　
　

右
ノ

手
ヲ

拳ケ
ン
ニ

ナ
シ
テ
頭
指シ

ヲ

　
　
　

以
テ

大
指

ノ
爪

ノ

甲カ
シ
ラ
ヲ

ヲ
シ
テ
、
頭

ト

　
　
　

ヒ
ト
シ
ク
シ
テ
、

　
　
　

ヲ
ン
ト
ダ
ハ
バ
ク
ウ
ン
カ
カ
ソ
ワ
カ

三
反

。」（
３
１
オ
）

　
　
　
　

―（
（4
（

Ｌ　
　
　　

　
　
　

　

（
44�

）『
ツ
ギ
メ
』

（
45�

）『
以
上
縦
ニ
筋
目
界
線
ア
リ
／
ツ
ギ
メ
』

（
46�

）『
以
下
別
紙
別
筆
、
紙
ウ
ス
レ
、
界
線
見
エ
ズ
／
コ
ノ
半
枚
及
／
次

ノ
半
反
ハ
／
別
筆
ト
見
ユ
』

（
47�

）『
以
下
別
紙
別
筆
、
縦
界
線
ア
リ
／
ツ
ギ
メ
』

　

天　
人

　

地
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�

上
梵
上
正〔.

〕、
中
梵
中
正〔.

〕、
下
品
下
正〔.

〕、
三
壇
九
品

ヲ
表

〔
ス
〕。

　
　
　

両
端
長

〔
ナ
カ
キ
〕ハ

不
二
体
御
柱

ナ
リ

。
胎
金
之

　
　
　

両
部
也
。
左

ニ
御
手
弊
指
、
陽
。
右

ニ
御

　
　
　

柏
ヲ

指
、
陰
。

　
　
　

御
柏
八

ハ
八
嶋

ヲ
表
、
又

ハ
八
解
脱

ヲ
表

ス
。」（
３
１
ウ
）

　
　
　

又
御
誕
生
之
時
、
柏

ニ
テ

新
ナ
メ
シ
玉
イ
シ

　
　
　

カ
ハ
、
其
嘉〔

カ
〕例

ト
モ
申

ス
。
又

ハ
衆
生
之
願

ヲ

　
　
　

満
ツ
ノ

柏
、
伊
勢

ニ
モ

此
柏
儀
ア
ル
ヘ
シ
。

　
　
　

御
手
弊
之
事

ハ
前

ニ
見

エ
タ
リ

。

　
　
　

御
左
口
神
付

ケ
申
時
、
簸ミ

ヲ
用

ル
事
、

　
　
　

仏
神

モ
生

レ
テ
コ
ソ

我
カ

身
之
内

ニ

　
　
　

成
レ
ト
云

儀
也
。

　
　
　

サ
ウ　

リ
ウ（

（4
（

 

　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｍ
　
　
　

（
（4
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
鶏
冠
大
明
神
々
前

　
　
　

当
社
大
祝
殿
代
々
位
着
給
作
法　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

先
護
身
法
。」（
３
２
オ
）

　

一
、
鳥
居
大
事
、
三
面
宝
珠
印

字
門
観

三反

。

　
　
　

一
鳥
居

ウ
ン

多タ

陀ヽ
那ナ

三

ソ
ワ

反

カ

、
過
去
鳥
居
也

。

　
　
　

二
鳥
居

波ハ

留ル

那ナ

伽キ
ヤ

耶ヤ

三
反
、
現
在
鳥
居
也

。

　
　
　

三
鳥
居

末マ

那ナ

識シ
キ

耶ヤ

三
反
、
未
来
鳥
居
也

。

　

一
、
向
鏡
五
古
印
、

字
観
。

　

一
、
神
楽　

外
五
古
印
、
内
五
古
印
、
有
口
伝
。

　
　
　

    
    

   
  

 

字
法
身
之
神
子
、

　
　
　

字

キ
リ
ク

報
身
千
盤
着
、

字
ウ
ン

応
身
之
」（
３
２
ウ
）

　
　
　

持
鈴
、　

大
三
大　

少
三
大 

 

　

一
、
向
正
面
、
八
葉
印
、

字
ウ
ン

観
三
反

。

　
　
　

南
無
本
覚
法
身
本
有
如
来
自
性

　
　
　

心
壇
内
護
摩
道
場

三
反

。

　
　
　

次
詠
哥
云
、

　
　
　

知チ

和ワ

野ヤ

布フ

留ル

和ワ

何カ

古コ

〃々

露ロ

与ヨ

利リ

須ス

留ル

（
48�

）『
コ
ノ
ト
コ
ロ
マ
デ
縦
ノ
筋
界
線
ヲ
施
セ
リ
』

（
49�

）『
以
下
別
紙
別
筆
、
縦
ノ
筋
界
線
ア
リ
』

  

ア  

キ
リ
ク 

ウ
ン 

ナ
ン
キ
リ
ク 

ア    

ア

ア
ウ
ン 

ソ
ワ  

カ
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和ワ

坐サ

於ヲ

以イ

豆ツ

礼レ

能ノ

可カ

美ミ

賀カ

与ヨ

曽ソ

你ニ

美ミ

留ル

辺ヘ

幾キ

　
　
　

而
後
三
拝　

次
天
戸
祓

有
他
本

」（
３
３
オ
）

　
　
　

普
天
率
土
大
小
之
諸
神
、
殊
者 

諏
方

　
　
　

両
社
十
三
所
、
上
中
下
廿
御
左
口
神
之

　
　
　

王
子
部
類
眷
属
九
万
八
千
五
百
七
十
二

　
　
　

神
軍
神
、
来
臨
影
向
、
我
身
内
護
持
垂
給

　
　
　

礼
四
方
。

　

一
、
諸
神
勧
請
之
咒
印

内
縛
右
頭
指
立
去
来

　
　

ウ
ン

阿ア

利リ

那ナ
ウ

美ミ

利リ

陀タ

全セ
ン

切キ
リ

波ハ

羅ラ

多タ

吽ウ
ン

　
　

ソ
ワ

陀タ

羅ラ

駄タ

三
反

」（
３

カ

３
ウ
）

　

一
、
御
即
位
法
位
大
事

合
掌
印

　
　
　

南
無
十
方
世
界
福
智
寿
官
位
所
望

三
反

　
　
　

 
 

  
 

 
 

 

　
　
　

三
反

　

一
、
梵
篋
印
同
明

右
上
左
下

　
　
　

 
  

 

三
反

　
　
　

三
反

　

一
、
智
剣

（
拳
ヵ
）印

」（
３
４
オ
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

爾
時
説
陀
羅
尼
曰
、
真
言
一
切
諸
仏
為

　
　
　

父
母
、
一
切
衆
生
為
成
仏
直
道
。
一
切
権

　
　
　

現
垂
迹
為
納
受
法
。
一
切
草
木
樹
林

　
　
　

皆
悉
為
成
仏
事
、
依
此
法
触
身

　
　
　

見
眼
者
、
皆
権
現
、
能
聴
令
蒙
利
生
所
以

―（
（5
（

―
　
　
　

者
何
、
一
切
権
現
能
垂
迹
、
依
此
法
祓
三
」（
３
４
ウ
）

　
　
　

熱
塵
垢
、
帰
寂
光
給
故
、
爾
時
世
尊

　
　
　

欲
重
宣
此
義
而
説
偈
言
。

　

一
、
授
職
灌
頂

　
　
　

曩ナ
ウ

謨ホ

阿ア

羅ラ

怛タ

那ナ
ウ

多タ

羅ラ

耶ヤ

夜ヤ
ヲ
ン

　
　
　

発ハ

哩リ

駄タ

野ヤ

薩サ

哩リ

々

ケ
ン

々

ウ
ン

薩

　
　
　

羅
々

ウ
ン

々
ウ
ン

見ケ
ン

羅ラ

々
々
唵ヲ

ン

修シ
ュ

哩リ

々
々

　
　
　

摩マ

カ訶
修シ

ユ

哩リ

 
 

句ク

　
　

シ
ヤ

薩サ

多タ

婆ハ

諦テ
イ

哠カ
ク

ウ
ン 

キ
リ
ク
キ
ヤ
ク 

タ  

キ   

ニ 

テ
イ
エ
イ 

ウ
ン 

シ
ツ 

 

チ

 

カ
ン  

マ
ム   

ソ
ワ    

カ

 

ヲ
ン 

 

ア  

ハ
ム 

ウ
ン
キ
リ
ク
キ
ヤ
ク 

ウ
ン  

ソ
ワ 

 

カ

 

ヲ
ン  

マ   

タ    

キ     

ニ    

ア  

ハ
ン 

ウ
ン 

ソ
ワ 

カ

ヲ
ン 

ソ
ワ  

カ   

マ  

タ  

ヤ   

コ 
 

ヽ 

ヘ
イ  

ア  
 

ハ
ム

 

ウ
ン 

タ
ン 

ウ
ン 

ソ
ワ  

カ

（
50�

）『
ツ
ギ
メ
』

 
 

ア   

ヒ  

ラ 

ウ
ン
ケ
ン　
　

 

カ

 

カ 

ウ
ン
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三

ソ
ワ

反

カ

」（
３
５
オ
）

　
　
　

一
切
権
現
依
此
法
故
、
畢
竟
空
寂
還

　
　
　

帰
寂
光
。
若
有
衆
生
雖
不
信
者
、
触

　
　
　

耳
此
法
、
決
定
成
仏
。
当
堕
地
獄
受
諸

　
　
　

苦
悩
、
依
此
法
須
臾
散
失
一
切
煩
悩

　
　
　

重
業
障
海
、
誦
此
法
者
秘

（
決
カ
）定

往
生
。

　

一
、
智
拳
印

　
　

ヲ
ン

縛ハ

日サ

羅ラ

三サ
ン

曳エ
イ

々

ソ
ワ

々

カ

記キ

齢レ
イ

着キ
ャ
ク

礼レ
イ

三
反

　

一
、
職
位
法
門
有
口
伝

聖
徳
太
子
日
本
而
伝
之

」（
３
５
ウ
）

　
　
　

霊
山
浄
土
於

テ
法
華
経

ノ
中

ニ
在

リ
職
位

ノ
法

　
　
　

言
、
只
此

ノ
廿
六
行
偈
、
於

テ
其

ノ
中

ニ
殊
更
以

テ
此

ノ

　
　
　

十
字

ヲ
為
肝
心

ト
示
也
。
或
云
、
釈
迦
牟
尼
如
来
、

　
　
　

周
帝
以

テ
漢
語

ヲ
此

ノ
十
字

ヲ
示

シ
給

フ
。
三
国
相
伝

　
　
　

之
秘
法
唯
在

リ
之

ニ
、
仍
不
可

カ
ラ

授
ク

非
ハ

機
ニ

。

　
　
　

合
掌
印

　
　
　

慈
眼
視
衆
生　

福
聚
海
無
量

七
反

」（
３
６
オ
）

　
　
　

大
祝
殿
御
即
位
之
時
、
奉
授
二
神
長
家

ノ

　
　
　

此
秘
法
也
。
可
秘
云　

　

々
。
余
社
仁
者
不
可
授

　
　
　

悉
。
但
依
其
心
本
可
授
。

　

一
、
触
穢
之
大
事

　
　
　

諏
方
参
詣
七
種
秘
印

　
　
　

先
智
拳
印　

次
五
守
印

　
　
　

次
無
所
不
至
印　

次
弁宝

イ
本

珠
ヘ
ン

印
」（
３
６
ウ
）

　
　
　

次
施
無
畏
印　

次
八
葉
印

　
　
　

次
重
智
拳
印

真
言
ハ
七
種
共
ニ
光
明
真
言
ヲ

三
遍
宛
可
キ
満
ツ
也
。
可
秘
云
々
。

　
　
　
　
　

秘
蔵
々
々
深
秘
之
習
在
之
。

　
　
　

権
現
法
楽
秘
決
灌
頂
口
決
云
、
権
現
者

　
　
　

明
神
也

ハ
ム

。

字
ナ
リ

恵
ナ
リ

。
衆
生

ト
者

ア

字
ナ
リ

、

　
　
　

定
恵
不
二
性
徳

ノ
仏
与
修
得

ノ
仏
一
体
也
。

　
　
　

本
来
胎
金
両
部
合
行

ス
。
衆
生
与ト

　
　
　

神
明
一
如
平
等

ナ
ル
カ

故
ニ

、
死
人

ヲ
葬
送

シ
テ

　
　
　

垂
迹

ノ
明
神

ノ
御
前

ニ
詣

ス
ル
モ

無
シ

失
ツ

、
和
光
」（
３
７
オ
）

　
　
　

同
塵

ハ
不
生
不
滅

ア

字
ノ

体
ナ
ル

故
ニ

、
死
人

ヲ

　
　
　

葬
送

ス
ル
ハ

則
チ

明
神

ヲ
奉

ル
荘
厳

シ
也
。
和
光

―
―
――
同
塵

ノ
衆
生

ヲ
化
度

シ
給

フ
事

ハ
一
切
衆
生
―
―
―
―
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定
恵
不
二
也
。
明

ア

神

ハ
ム

モ

ノ
二
真

ニ
合

シ

　
　
　

全
ク

垂
迹

シ
給

フ
也
。
仍

テ
死
人

ヲ
葬
送

ス
レ
ハ

垂
迹

　
　
　

明
神
本
不
生

ニ
住
給

フ
也
。
一
国
土
為

ニ
化

　
　
　

度

ア

ノ
縁

ハ
ム

二

ノ
二
字

ト
成

ル
。
我
死
人

ヲ

　
　
　

葬
送

ニ
ハ

成
ウ
ン

テ二

字
ト一

葬
送

ス
ル

也
。
爾

レ
ハ

」（
３
７
ウ
）

　
　
　

死
人

ヲ
葬

ヲ
垂
迹

ノ
御
宝
前

ニ
参
詣

ノ
時
、

　
　
　

法
業家界

塔
婆

ノ
印

ヲ
可

キ
結
也
。
死
人
与
明

　
　
　

神
一
体

ニ
成

ル二
自
受
法
楽

ト一
也
。
故

ニ
彼

　
　
　

印
ヲ

結
ラ
ン

テ

ト
可

ハ
ン

シ
誦
。
定
恵
不
二

ナ
ル

　
　
　

故
死
人

モ
恵
也

ア
。

字
不
生
也
。
又
明
神

モ

　
　
　

字
ア

ナ
リ

。
共

ニ
理
也
。
彼

ハ
理
行
者

ハ
智
也
。
本

　
　
　

来
理
智
不
二
也
。
焼

ハ
天
神
、
埋

ヌ
レ
ハ

地
神
也
。

　
　
　

垂
迹

ア

字
也
。
依
一
体
自
受
法
楽

　
　
　

也
。
哀
哉
、
是

ヲ
不
知

ラ
自
心
構

テ
他

ヲ
受
苦

ヲ
。」（
３
８
オ
）

　
　
　

是
悟
者
頚

ニ
上
菩
提
心

ノ
台

ニ
住

云
云
。

　
　
　

可
秘
云　

　

々
、
可
慎
云　

　

々
、
切
紙

ナ
リ

。

　

一
、
和
光
法
楽
観
念

　
　
　

和
光
同
塵

ハ
八
相
成
道
為

メ
ニ

照
サ
ン
カ

暗
迷

ヲ
、

　
　
　

衆
生

ニ
応
同
給
曰
、
一
切
垢ク

エ穢
不
浄

ヲ

　
　
　

簡エ
ラ
ヒ

給
也
。
雖
然

リ
ト

此
ノ

法
甚
奥

ヲ
知

テ
ハ

何
ソ

　
　
　

不
浄

ヲ
為
穢
、
我
乃イ

マ
シ至

女
犯ヲ

カ
シ

当ソ
ノ

時カ
ミ

　
　
　

詣
ニ

不
スレ

苦
シ
カ
ラ

。
其

ノ
故

ハ
於
権
現
一、必

ス
三
熱

ノ
」（
３
８
ウ
）

　
　
　

苦
ニ

座
。
彼

ノ
苦

ラ
ン

ヲ

 

唱
〳
〵

テ
、
彼
智
火

ヲ

　
　
　

以
テ

焼
ク
ト

観
念

セ
ヨ

。
次

ハ
ン

ニ

字
ノ

智
水

ヲ

　
　
　

唱
テ

彼
ノ

垢ク

エ穢
不
浄

ヲ

欲ヲ
モ
ヘ

洗
ト

三
重

ニ
。

　
　
　

字
ヲ

唱
テ

一
切
不
浄
者
浴

ス
ヽ
ク
ヨ
リ

　
　
　

清
浄

ニ
シ
テ

、
浴ヲ

モ
ヘ

分
段

ノ
塵

ヲ
払

フ
。
万
観
念

ス
。

　
　
　

次
五
大
六
大
有
様

ヲ
現
二 ス

ト
五
智
種
子

ニ一

　
　
　

可シ

思
ウ
ン

。

。

　
　
　

問
テ

曰
ク

、
何

ト
云
義

ナ
リ

耶
。」（
３
９
オ
）

　
　
　

答
、
此

ハ
我
等

カ
身
中

ニ
八
葉

ノ
肉ニ

ク

段タ
ン

御

　
　
　

座
ス

。
性
徳

ノ
応
身
、
八
相
成
道
八
相
尊

ト

　
　
　

顕ア
ラ
ハ
レ

、
彼
徳
二
仏
契カ

イ

当
シ
テ

一
切
衆
生
、
不

　
　
　

成
仏

ノ
由

ヲ
撰セ

ン

顕ケ
ン
シ
テ

、
或

ハ
所
意

ニ
所
顕

シ

　
　
　

或
ハ

道
路

ニ
神

ト
云

フ
。
一
切
衆
生

ニ
縁

ヲ
結

ヒ

　
　
　

給
フ

。
一
段
縁
起ギ

シ
テ

令
成
道
義

ヲ
礼
也
。
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此
両
部
大
日
、
行
者

ノ
心
中
入
本
有
常
住

ヲ

　
　
　

可
加
持

ス
儀
也
。
故

ニ
道
路
神

ハ
一
切
也
。」（
３
９
ウ
）

　
　
　

道
辻

ニ
立
給

ハ
、
彼

ノ
風

ニ
当

テ
草
木
一
切

　
　
　

男
女
見

ヘ
テ

誹
々
者
、
縁

ヲ
結

テ
皆
成
仏

ヲ

　
　
　

道
旨シ

為
ニレ

断
コ
ト
ワ
ラ
セ
ン
カ

如
ク

此
ノ

成
リ

給
也
。
如イ

カ
ン何

。

　
　
　

宝
前

ニ
モ

男
女
壊ケ

カ
レ
ヲ

為
ル
モ

深シ
ン

旨シ

知
テ二

和
光

　
　
　

同
塵
利
生

ヲ一
当
時

ヲ
蒙
也
。
此

ノ
旨

ヲ

　
　
　

不
信

ノ
人

ハ
全

ク
不
可
伝
、
穴
賢
云　

　

々
。

　
　
　

右
任

テ
此
書

ニ
不
可
堕
悪
見

ニ
。
存

シ
テ

法

　
　
　

意
ヲ

能
ク々

可
シ

秘
見

ス
。
右
此

ノ
大
事
不
可

　
　
　

—
—

—
—

—
—

」（
４
０
オ
）

　
　
　

他
見

ス
。
若

シ
他
見
者
忽

ニ
蒙

リ
当
社
罸

ヲ
、

　
　
　

永
ク

悪
道

ニ
堕

テ
不
可
有
出
離

ノ
期
。
最

　
　
　

極
大
事
也
。
若

シ
他
見
者
永

ク
可
堕

　
　
　

無
間

ニ
也
。
云　

　

云
。

　
　
　

—
—

—
—

—
—

　
　
　

右
帝
王
御
即
位
之
時
、
諸
国

　
　
　

一
宮
而
被
行
時
、
於
当
社
者
為

　
　
　

神
長
役
奉
行
此
法
也
。
穴
賢
云　

　

云
。」（
４
０
ウ
）

　
　
　

可
秘
々
々
云　

　

云
、

　
　
　

当
社
明
神
、
雄
略
天
皇
御
代
、

　
　
　

信
濃
国
諏
方
郡
垂
跡
、
大
銅
元
年

丙戌

　
　
　

御
衣
表
祝
有
員
分
身
給
。
已
来

　
　
　

代
々
祝
殿
別
儀
古
記
候
。
是
者

　
　
　

近
年
記
大
祝
殿
位
立
給
代
々
事
。

　
　
　

可（
（5
（

秘
々
々
、

（
（5
（ 

　
　
　

（
（5
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

」（
４
１
オ
）

Ｎ
　
〔

（
（5
（

○
〕
御
玉
会
ト
申

ス
ハ

限
カ
キ
レ
ル
ナ
リ

二
当
社

ニ一
。
切

ル
作

　
　
　

法
之
事
、
行

シ二
護
身
法

ヲ
、
行

シ二
神
道

ヲ一
、

　
　
　

普〔
フ
〕天

率
〔
ソ
ツ
〕土

之
大
小
之
諸
神
、

（
51�

）『
以
上
タ
テ
筋
目
界
線
ア
リ
』

（
52�
）『
次
ニ
空
行
二
行
ア
リ
テ
別
紙
』

（
53�
）『
以
下
別
紙
別
筆
』

（
54�

）『
前
者
ニ
同
シ
ク
縦
ノ
／
筋
界
線
ア
リ
』
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諏
方
両
社
廿
之
御
左
口
神
九

　
　
　

万
八
千
之
軍
神

ヲ

勧
〔
ク
ハ
ン 

請
シ
ヤ
ウ
〕シ

、
呪

　
　
　

印
ヲ

行
シ
テ

、
貪〔

ト
ン

瞋シ
ン

痴チ
〕ト

三
刀

ニ

　
　
　

切
ル

。　

寿
命
長
遠
成
就
七
福
。

　
〔
○
〕
貪

〔
ト
ン
〕〔.

〕、
慈〔

シ

眼ケ
ン

視シ
〕衆

生
、
福
聚

〔
シ
ユ
〕海

無
量
。」（
４
１
ウ
）

　
〔
○
〕
瞋

〔
シ
ン
〕〔.

〕、
臨
兵我

身
安
穏
ニ
シ
テ
亡
敵

闘
者
皆
陣
烈
在
前
行
。

　
〔
○
〕
痴〔

チ
〕〔.

〕、
唵払

七

難

悟

安

否

謝
陀
慶
羅
吠
ソ
ハ
カ
。
一
切
悪

　
　
　

事
、
皆
悉
消
除
、
心
中
所
願
皆
令
満
足

　
　
　

急
々
如
律
令
。　
〔

〕

　
　
　

御
玉
会

ハ
十
二
因
縁

ナ
リ

、

　
〔
○
〕�

爾
〔
ソ
ノ
ト
キ
ニ
〕

時
大〔-

〕通〔-

〕智〔-

〕勝
如〔-

〕来〔.

〕、
受

〔
ウ
ケ
〕十〔-

〕

　
　
　

�

方
〔
ノ
〕

諸〔-

〕梵
天〔-

〕王〔.

〕

及
〔
ヲ
ヨ
ヒ
〕十〔-

〕六〔-

〕王〔-

〕子

〔
一
〕

〔
ノ
〕

請
〔
シ
ヨ
ウ
ヲ
〕〔.

〕、

　
　
　

�

即〔-

〕時〔
ニ
〕

三
〔
ミ
タ
ヒ
〕転〔
ス
〕

〔
二
〕。
十〔-

〕二〔-

〕行〔-

〕法〔-

〕輪〔
ヲ
〕

〔
一
〕。〔.

〕若〔
ハ
〕

＝
沙〔-

〕」（
４
２
オ
）

　
　
　

�

門〔-

〕婆〔-

〕羅〔-

〕門〔.

〕、
若

〔
ハ
〕

天〔-

〕魔〔-

〕梵〔.

〕及
〔
ヒ
〕

余
〔
ノ
〕

　
　
　

�

世
間〔

ノ
〕〔.

〕

所
〔
ト
コ
ロ
ナ
リ
〕〔

レ
〕不〔
レ
〕

能
〔
ア
タ
ハ
サ
ル
〕〔

レ
〕転〔

ス
ル
コ
ト
〕〔.

〕。
謂〔

ニ
〕

〔
二
〕 

＝
是〔

ノ
〕苦
〔
ヲ
〕

〔
一
〕 〔.

〕是
〔
ノ
〕

　
　
　

�

苦〔-

〕集〔
ハ
〕〔.

〕

是
〔
コ
レ
〕苦〔-

〕滅〔-

〕道〔
ナ
リ〔.

〕〕。
及〔

ヒ
〕

広
〔
ヒ
ロ
ク
〕

説
〔
ト
ク
ニ
〕十〔-

〕

　
　
　

�

二〔-

〕因〔-

〕縁〔-

〕法〔
ヲ
〕

〔
一
〕、無〔-

〕明〔
ハ
〕縁〔
ト
シ
〕

〔
レ
〕　

行〔
ヲ
〕〔.

〕、行〔
ハ
〕縁〔
ト
シ
〕

〔
レ
〕 

＝
識〔

ヲ
〕〔.

〕、

　
　
　

�

識〔
ハ
〕縁〔
ト
ス
〕

〔
レ
〕   

名〔-

〕色〔
ヲ
〕〔.

〕。
名〔-

〕色〔
ハ
〕縁〔
ト
シ
〕

〔
レ
〕　

六〔-

〕入〔
ヲ
〕〔.

〕、 

＝
六〔-

〕入〔
ハ
〕

　
　
　

�

縁〔
ト
シ
〕

〔
レ
〕   

触〔
ヲ
〕〔.

〕、触〔
ハ
〕縁〔
ト
ス
〕

〔
レ
〕   

受〔
ヲ
〕〔.

〕。受〔
ハ
〕縁〔
ト
ス
〕

〔
レ
〕   

愛〔
ヲ
〕〔.

〕。 

＝
愛〔

ハ
〕縁〔
ト
シ
〕

　
　
　

�〔
レ
〕取〔

ヲ
〕〔.

〕、取〔
ハ
〕縁〔
ト
シ
〕

〔
レ
〕   

有〔
ヲ
〕〔.

〕、有〔
ハ
〕縁〔
ト
シ
〕

〔
レ
〕   

生〔
ヲ
〕〔.

〕、生〔
ハ
〕 

＝
縁〔

ト
ス
〕

〔
二
〕   

老〔-

〕死

　
　
　

�〔-

〕
憂〔

ウ
〕

悲〔
ヒ
〕〔-

〕
苦〔

ク
〕〔-

〕

悩
〔
ノ
ウ
ヲ
〕〔

一
〕。
無〔-

〕
明〔-

〕
滅〔

ス
レ
ハ
〕

則
〔
ス
ナ
ハ
チ
〕

行〔-

〕 

＝
滅〔

ス
〕〔.

〕。
行〔-

〕」（
４
２
ウ
）

　
　
　

�

滅〔
ス
レ
ハ
〕則〔
チ
〕識〔-

〕滅〔
ス
〕〔.

〕。
識〔-

〕滅〔
ス
レ
ハ
〕則〔
チ
〕名〔.

〕〔-

〕色〔-

〕 

＝
滅〔

ス
〕〔.

〕。
名〔-

〕

　
　
　

�

色
滅〔

ス
レ
ハ
〕則〔
チ
〕六〔-

〕入〔-

〕滅〔
ス
〕〔.

〕。六
入
滅〔

レ
ハ
〕則〔
チ
〕

触
〔
ソ
ク
〕〔-

〕 

＝
滅〔

ス
〕〔.

〕。

　
　
　

�
触〔-

〕滅〔
ス
レ
ハ
〕

則〔
チ
〕

受〔-

〕滅〔
ス
〕〔.

〕。
受〔-

〕滅〔
レ
ハ
〕

則〔
チ
〕

愛〔-

〕 
＝
滅〔

ス
〕〔.

〕。
愛〔-

〕

　
　
　

�

滅〔
ス
レ
ハ
〕則〔
チ
〕生

滅〔
ス
〕〔.

〕。生
滅〔

ス
レ
ハ
〕則〔
チ
〕〔-

〕老〔-

〕死〔-

〕憂〔-

〕悲

〔.

〕
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�

苦〔-

〕悩〔-

〕滅〔
ス
〕〔.

〕。
仏
於〔

テ
〕

〔
二
〕天〔-

〕人
大〔-

〕衆
之〔

ノ
〕中〔
ニ
〕

〔
一
〕

説
〔
ト
キ
玉
フ
〕

　
　
　

�〔
レ
〕
是

〔
コ
ノ
〕法〔
ヲ
〕

〔
一
〕時〔

キ
〕、六〔-

〕百〔-

〕万〔-

〕億〔-

〕那〔-

〕由〔-

〕侘〔
ノ
〕人〔.

〕

 

＝
以〔

テ
〕

〔
三
〕

　
　
　

�
不〔

ル
ヲ
〕

〔
レ
〕   

受
〔
ウ
ケ
サ
〕〔

二
〕一〔-

〕切〔
ノ
〕法〔
ヲ
〕

〔
一
〕、
故

〔
ユ
エ
ニ
〕

而
〔
シ
カ
モ
〕於〔
テ
〕

〔
二
〕諸〔-

〕漏〔-

〕 
＝
心

〔
ニ
〕

〔
一
〕得

〔
タ
リ
〕

〔
二
〕

　
　
　

�

解〔
ケ
〕〔-

〕
脱

〔
タ
ツ
〕〔

一
〕。
皆

〔
ミ
ナ
〕得
〔
テ
〕

〔
二
〕
深〔-

〕妙〔-

〕禅〔-

〕定
三〔-

〕明
六〔-

〕」

�

（
４
３
オ
）

―
―
―
―

　
　
　

�

通
〔
ヲ
〕

具
〔
セ
リ
〕

〔
二
〕
八〔-

〕解〔-
〕脱

〔
ヲ
〕

〔
一
〕、

　
　

（
（5
（

�

友ト
モ
ニ

二
仏
神
一
有
二
二
種
一

一
部
行

キ
ヤ
ウ
シ

独ト
ク

覚カ
ク
ヲ

一

二
麟
喩タ

ト
ウ

二
独
覚

ニ一

。

　
〔
○
〕
観
十
二
因
縁
―
一
無
明　

過
去
二
因

　
　
　
　
　
　
　　
―

二
行

　
　
　
　
　
　
　　
―

三
識シ

キ

　
　
　
　
　
　
　　
―

四
名
色

　
　
　
　
　
　
　　
―

五
六〔-

〕入
現
在
之
五
果ク

ハ

（
４
３
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　　
―

六
触ソ

ク

　
　
　
　
　
　
　　
―

七
受シ

ユ

　
　
　
　
　
　
　　
―

八
愛ア

イ

　
　
　
　
　
　
　　
―

九
取シ

ユ〔-

〕現
在
三
因イ

ン

　
　
　
　
　
　
　　
―

十
有ウ

　
　
　
　
　
　
　　
―

十
一
生
―
未
来
両
果

　
　
　
　
　
　
　　
―

十
二
老ラ

ウ

死シ

　
　
　
　
　
　
　　

（
（5
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
４
４
オ
）

　
　
　
　
　
　
　　

　
〔
○
〕

開
〔
ヒ
ラ
ク
ト
キ
ニ
ハ
〕

則
宝〔-

〕珠
之
形

〔
カ
タ
チ
〕ナ
リ

。
弁

〔
ヘ
ン
サ
イ
テ
ン
〕

才
天
巳〔

ミ
〕

　
　
　

�

亥〔
イ
〕之

宇〔
ウ
カ
シ
ン
〕

賀
神
ナ
リ
。

　
　
　

�

六
根

〔
ハ
〕

眼
〔
ケ
ン

耳ニ

鼻ヒ

舌セ
ツ

身シ
ン

意イ
〕ヲ

現
〔
ケ
ン
〕ス

。

　
　
　

�

是
ヲ

一
度
拝

ス
レ
ハ

六〔-

〕根
輪

〔
リ
ン
〕〔-

〕廻〔
エ
〕之

　
　
　

�

業
〔
カ
ウ
〕ヲ

免
〔
マ
ヌ
〕カ
ル

。
無〔-

〕
数

〔
シ
ユ
〕

億
〔
ヲ
ツ
〕

劫
〔
コ
ウ
〕之

罪
〔
ツ
ミ
〕ヲ

」（
４
４
ウ
）

　
　
　

�

消〔
セ
ウ
メ
ツ
〕

〔-

〕滅
ス

。

〔
ヲ
〕

（
55�

）『
以
下
別
筆
』

（
56�

）『
コ
ノ
間
二
行
半
ア
リ
』

� � �� �� � � �� �

� �� �� �

� �

〘―〘

〙―〙



141 宮地直一旧蔵『諏訪神道書（諏訪大明神深秘御本事大事）』写の自筆注記について　解題と翻刻

　
　
　

�

　
　
　

�

一
紙

ニ
ヒ
ラ
ク
ト
キ
ニ
ハ
三
四
十
二
因
縁
是

　
　
　

�

ナ
リ
。

　
　
〔
○
千
鹿
頭
ノ
キ
タ
ノ
ハ
ヤ
シ
ノ
ス
ヽ
ム
シ
ハ
〳
〵

　
　
　

�

ヤ
チ
ヨ
ノ
コ
エ
テ
ツ
ネ
ニ
タ
イ
セ
ヌ

　

 　
○
千
鹿
頭
ノ
明
神
シ
ヤ
ウ
シ
ウ
レ
シ
ト
ヲ
ホ
ス

　
　
　

�

ラ
ン
〳
〵
ユ
キ
タ
ヽ
イ
マ
ノ
花
ノ
キ
ヨ
メ
ヨ
〕」（
４
５
オ
）

　
〔
○
〕
一
、
当
社
之
大
事

　
　
　

�

口
云
諸
神
本
地
者
皆
愛
染
王
也
。

　
　
　

�

種
子
皆

字
。
諸
神
通
使
者
皆

　
　
　

�

為
（
烏
カ
）是

字
之
字
体
ノ〔

カ
ン
〕字

ノ
形

　
　
　

�

也
。
諸
神
通
変
形
皆
蛇
也
。
是
亦

　
　
　

�

字
ノ
字
ノ
体
ノ

字
ヲ
殿

ノ
ヘ
タ
ル

形
也
。

　
　
　

�

謂
此
形
也
。
愛
染
王
夫ソ

ノ 
 

字

〔
カ
ン
〕

ノ
質ス

カ
タ

也
。

　
　
　

�

可
思
〔
一
〕。
凡
於
諸
社
有
三
種
印
〔
一
〕。
先
」（
４
５
ウ
）

　
　
　

�

鳥
居

ノ
形
是

字
形
也
。
是
表
〔
二
〕
胎
蔵

　
　
　

�

界
〔
一
〕。
将マ

サ
ニ

入
〔
二
〕
鳥
居
〔
一
〕
時
、
結
誦
〔
二
〕
印
明
〔
一
〕。 

＝
塔

〔
タ
ウ
〕印

　
　
　

�

開
〔
二
〕、
明

是
胎

蔵
界
也

、
次
御
殿
〔
一
〕
外
面

ニ
所
題タ

イ

　
　
　

�

神
鏡

ハ
、
則
表
〔
二
〕
金
剛
界
〔
一
〕。
向
神
鏡
〔
一
〕
結
誦
〔
二
〕

　
　
　

�

印
明

ヲ〔
一
〕。
印
外
五
古
印
明〔

ハ
ン
〕

 
 

是
金
剛

界
也

。

　
　
　

�

次
御
殿
惣
体

ハ
表

カ

〔
二
〕

心

リ

形
ヲ〔

一
〕。
故

タ

　
　
　

�

皆
赤
色
也
。
観
〔
二
〕
御
殿
神
体

ヲ〔
一
〕
可
〔
レ
〕
結
〔
二
〕
誦

　
　
　

�

印
明

ヲ〔
一
〕。
印
八
葉
印
、
中

ヲ
想
有

字
〔
一
〕。

　
　
　

�

八
葉
印

ハ
即
衆
生
身

カ

中

リ

ノ

心
タ

、」（
４
６
オ
）

　
　
　

�

八
葉
内

（
肉
カ
）団タ
ン

也
。
赤
識
也
。

字
是

　
　
　

�

心
中
ノ

心

ケ

也

〔
タ
〕

。
誠
大
種
子
也
。
即

　
　
　

�

是
諸
神
種
子
也
。
故
経
云
、
常
於
自
心

　
　
　

�

中
、
観
一

声シ
ヤ
ウ

文モ
ン

諸
神
本
地
、
皆

ラ

　
　
　

�

也
キ
ヤ

。
可
思
令

ムレ

最
モ
ツ
ト
モ

秘
セ〔

一
〕
云
々
、
次
如
是
観
想

　
　
　

�
習
云
。
前
書
絃

（
唯
カ
）可

為
拝
見
、
及
外
見
者
、

　
　
　

�
三
世
諸
神
之
明
罸
現
来
供
可
退マ

カ
リ

　
　
　

�

蒙
者
也
。」（
４
６
ウ
）

〘―〘

〙―〙
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（
（5
（

　
〔

（
（5
（

○
〕
一
諸
社
口
決

　
　
　

�
鳥
居
字
者
、
我
等
出
胎
ノ

　
　
　

�
初
秘
密
也
。

　
　
　

�

謂ユ
ハ
ク

初
生

ノ
時
、
手

ヲ

開ヒ
ラ
ク

ト
鳴ナ

ク

也
。

　
　
　

�

軈ヤ
カ
テ

開
ク二

字
ノ
形

ヲ一
也
。
円エ

ン

鏡ケ
イ

者
、

　
　
　

�

最
初
伽
藍

ノ
体
也
。
義
尽シ

ヤ
ク

　
　
　

�

字
法
界
種
、
相
形
如
円
塔
、
初
別

　
　
　

�

倶
ニ

所
帰
、
只
根
本
惣
持

ノ
円
塔

　
　
　

�

也
。
諸
尊
心
月
○
又
一
字
頂
輪

ノ
」（
４
７
オ
）

　
　
　

�

御
体
也
。
一
々
社
頭
所
表
、
不
出
、

　
　
　

�

我
等
生
死

ヲ
、
命
終

シ
テ
モ

初
生
所

　
　
　

�

誦
ル

帰カ
エ
ル

也
。
最
初
誦
最
後
、
々

　
　
　

�

々
帰
最
初
、
生
死
不
二

ノ
道
理
、
宛
□

（
然
カ
）

　
　
　

ト
シ
テ
如
白
日
。
敢ア

エ
テ

不
可
疑
深
秘
也
。

　
　
　

能
々
可

キ二
思シ

校キ
ヨ
ウ

一
者
也
。

　
　
　
　

（
（5
（

　
　
　
　

（
（6
（

神
長
満
□

（
（6
（

　
　
　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―　

　
　
　
『
昭
和
十
二
年
二
月
廿
四
日
夜
一
校
了

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
廿
五
日
再
校
了
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

」（
４
７
ウ
）

（
59�
）『
以
上
縦
筋
界
線
ア
リ
／
巻
軸
ナ
シ
』

（
60�
）『「
以
下
別
筆
』

（
61�

）『
実
ト
ヨ
マ
ル
』

（
57�

）『
コ
ノ
間
一
行
ア
キ
』

（
58�

）『
以
下
別
筆
』


